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先輩、艶技指導お願いします！
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「破滅の諧謔曲ロヴィーナ・スケルツォ！」






　脳天から爪先までがビリビリと震えた。

　かっこよかった。

　必殺技を叫んだコロラドロは、「なんで」と呟いたロバを振り返り目を細める。

　残念ながら作画が追い付いていないのか静止画のままだが、放映時にはきっとそういった表情がつけられているはずだ。

「……人の話は聞くもんだ」

　吐き捨てるようにも、バカにしているようにも、とれる言葉を口にして、コロラドロはその場を後にする。けれど、そのたった一言だけで、主人公のロバを思いやっているようにも、だからこそイラつきを覚えているようにも取れる色があった

　今収録しているアニメ『Bremen in the Brain』、略してブレブレは、今一番売れている週刊少年漫画雑誌の人気看板作品だ。アニメはこの秋始まったばかりだが、おそらくアニメの方も長期作品となるだろう。すでに二期の制作は決定しているらしい。

　放映前からアニメ雑誌で特集を組まれるなど鳴り物入りで始まったブレブレは、キャスティングも大層豪華だった。その中でもダントツで女性人気の高いコロラドロを演じているのが、佐久間さくま大翔はるとが所属する声優事務所アンオミテッドの先輩である高杉たかすぎ仁じんだ。

（やっぱり高杉さん上手いなぁ）

　同じ事務所と言っても、高杉は売れっ子だ。準所属になったばかりの大翔にとっては雲の上の人で、会うのも初めてなら、アフレコの現場を見られるなんて、本当に夢のようだ。

　そして、初めて生で見た高杉の演技は、期待を裏切ることなく、震えが来るほどに素晴らしかった。

　今日この現場に来られたのは、新人に現場を踏ませるために、と事務所が高杉のコネで大翔を見学にねじ込んでくれたからだ。

　大学生と声優、二足の草鞋を履いている大翔は、大学進学と同時に声優養成所に入って二年学んだ。そのまま準所属という形で事務所に引っかかりはしたものの、まだまだ駆け出しの声優にこういった機会は逃せない。

　しかも、来るのであれば声を出していけばいいと、音響監督が端役はやくを割り振ってくれた。

（ほんと、今日見学に来られてラッキーだった！）

　大翔が振ってもらったのは、調律師アコードの弟子、ルラーシュ。

　これに近い形で何度かアニメや外画で役はもらっているが、地上波のアニメで名前のある役は初めてだ。

　もっともルラーシュのセリフは二言しかないのだけど。

（しっかし、かっこいいよなぁ）

　マイクに向かって立つ高杉の背中を眺めてしみじみ思う。

　身長に対してマイク位置が低いためか、足を開き気味に画面に対して斜めに立ち、声を響かせるためにまっすぐ伸びた背中は広い。もともと舞台出身で殺陣たてもこなすと聞くその体躯は、体格の良さもあってか公称されている身長よりも大きく見える。

　養成所の頃からデビューしたらしい実力の持ち主でもある高杉は、演技力だけでなく見た目の良さも手伝ってか、大変な人気者だ。

　二十八歳とアラサーではあるものの、比較的活躍する年齢層が高くなりがちな声優界においてはまだまだ若手で、使い勝手の良さもあるのだろう。春アニメでもいくつか大きな役を抱えていたし、女性ターゲットのソーシャルゲームでは名前を見ない作品の方が珍しいのではないかと思われるほどだ。

　大翔が昨日眠れなかったのは、その高杉の演技を生で見られるという高揚か、それとも単行本を集めているぐらいには好きなブレブレに出られるという喜びか、どちらの興奮によるものなのかはよくわからない。

「はい、いただきました」

　録音状況を合図するキューランプが光り、音響監督から今のテイクでＯＫだという声がかかった。心なしかスタジオ内の空気が和らぐ。

「じゃ、続けて街中のガヤとっていきます。佐久間君、ガヤも入れる？」

「はい！」

　現場での新人にできないなんて言葉はない。大翔は力強く答えた。

　ガヤというのは実写作品でいうならエキストラといったところだろうか。作品の本筋とは関係ない、店内のざわめきや何かの観客といった音の背景みたいなものだ。

「あ、前どうぞ」

「ありがとうございます！　失礼します」

　もちろん主要キャラがしゃべっている後ろで同じ声がしてはおかしいから、目立つ声を自覚している何人かの主要キャストが、やや後ろに下がり、大翔を前の方へ促うながしてくれる。

「とりあえず長めにほしいので、一分。キューランプ消えたら入って、もう一回光るまで続けてください」

「はーい」

　声色を使い分ける女性声優が、メインのキャラとは全く違う可愛らしい声を出して返事をした。

　大翔はといえば、声を当てたのも、名前があるとはいえゲストキャラの弟子、という立ち位置のキャラだったので、特に声を作る必要もないだろう。ゲストキャラは今後も登場の予定があるが、大翔が当てたキャラにその予定はない。

　スタッフロールに名前は出るだろうが、セリフは「お師匠様、お待たせしました」「失礼いたします」だけだったから、発声の機会が増えて嬉しい。

「まとめて買うから安くしてよ。その小さいのおまけについたりしない？　赤くよく熟うれた奴を選んでくれよ。なんたって城に勤めてる姉さんが久しぶりに帰ってくるんだ。飛び切りの美味いところを食わせてやりたいじゃないか」

　はりきって、ブレブレの世界にいそうな、店先で値引き交渉をしている青年を演じた。さらにちょっとした遊び心で、漫画ではその場面に手書き文字で入っていたセリフを使ってみた。手書き文字と言っても、作中で使われてる特殊な文字で書かれていたので、よほどコアなファンでなければ気が付かないだろうから、完全な自己満足だ。

「はい、いただきました。ＯＫです。お疲れさまでした」

　キューランプが光ると、いきなり現実の世界に戻ってくる。ほんの一分とはいえ、ブレブレの世界にいる気になっていたから、なんだか妙な虚脱感があった。

「佐久間君、今の原作のセリフでしょ」

「あ、はい」

　ヒロイン役の我妻あがつま恭子に話しかけられ、飛び上がりそうになった。我妻も新人だが男性人気が高く、しょっちゅう声優雑誌のグラビアを飾り、アイドル声優としての地位を築いている。そういえば、キャスト発表の時から大ファンを公言していたな、と今更ながらに思い出した。

「もー、ずるーい。そういう小ネタ大好き。佐久間君もブレブレ好きなんだ？　今さ、本誌の方アツいよね！　コロラドロ無双って感じでさ！」

　同士を見つけたと思ったからか、我妻が今連載中のストーリーを力説し始めた。よほど読み込んでいるのか、伏線の解釈まで手厚い。

「へえ。あ、あの展開ってそういうことか。あったね、そんなシーン」

　出演作だから目を通しているのだろう、ロバ役の磯村健一郎が感心して会話に入ってきた。隅々まで読んでいればあからさまな伏線ではあるのだが、そこまでは読み込みきれなかったのかもしれない。磯村はベテランでやはり女性人気が高い。年齢は高杉よりも上でそこそこいっているはずだが、やや高めなトーンは少年役がよく似合う。

「やー、そりゃ薄い本が厚くなっちゃうよなあ」

　ニヤニヤしながら、磯村が高杉の肩に肩をぶつける。

「この間の奴ですか」

　すぐに何の話だか理解したのか、高杉は苦笑してみせる。

「何かあったんですか？」

　主役と高杉が二人そろって微妙な笑みを浮かべているのを不思議に思ったのか、マスコットキャラ役の安方あがたみうが小首をかしげた。

「この間さ、ご指名でＢＬ物のボイスドラマの仕事があったんだよ。高杉君と俺が恋人同士でさ。それがブースに入るなり作者さんに『ロバとコロラドロでお願いします！』って言われちゃってさ」

「あぁ」

　高杉の口振りに何かを察したのか、微妙な顔で安方が相槌を打った。

「ま、作者さんがそうおっしゃるならな。俺としちゃ求められてるものがわかりやすくていいんだけど」

　そうは言うものの磯村も肩を竦めて見せるのは、言外に納得はしていないと言っている。

「最初から言っておいてもらえれば、そういう役作りで臨のぞんだんですけどね」

　高杉もまた苦笑を浮かべたままだ。

　あくまでロバとコロラドロはブレブレの世界のキャラで、渡された台本はまた別の世界を『生きる』キャラだ。高杉も磯村もそのつもりで台本を読み込み、キャラを作り、収録に臨んだんだろう。

「俺はね、ともかくね、そういうとこ高杉君、真面目だから」

　親し気に磯村はポンポンと高杉の肩を叩いて、ふと大翔に目を向けた。

「あ、けどね。新人のうちはＣＤとか、ボイスドラマの仕事は積極的に受けるといいよ。セリフの数も多いし、尺も長いし、絵で助けてもらえないから勉強になるぞぉ」

　新人の前で聞かせるべきではない愚痴だと思ったからか、冗談めかして磯村は言った。

「ボイスドラマは声だけだろう？　そのキャラがどう感じたかだけじゃなく、どう動いているか、相手役がいるなら相手役との距離感、そういったものを全部声で表現するんだ。助けてもらえない分、絵に気を取られずに芝居できるとも言える」

　磯村の補足をするように、高杉は大翔に向かって説明してくれた。

「お、高杉くん、ちゃーんと先輩してるじゃない」

「いや、同じ事務所の後輩の前でくらいかっこをつけさせてくださいよ」

　磯村にからかわれて、照れ臭そうに高杉は頭を掻いた。

　同じ作品に出ているという気安さからか、それとも恋人同士を演じたからか、ふたりの距離が近い気がして、大翔はなんだか羨うらやましいような感覚を覚えた。

　同じ世界、同じ空気を感じてみたい。

「お、俺も、そのうち共演できるように頑張ります」

　思わず力んで宣言すると、何が面白かったのか高杉にも磯村にも笑われた。

















第一章　何事も経験












「んじゅるっ……っあ……やっ……あっ……やっと……やっと一つになれるんだな……ひあっ、お、おっきぃ……ひぐっ……ら、らいじょうぶら……もっと、奥まではいってきてぇ……ひゃぁあんっ」

　セリフの途中でキューランプが光った。このセリフは使えないから録り直しということだ。

「ごめん、今のシーン最初から録り直そうか」

（あぁ、まただ。今日何回目だろう）

　新人声優の佐久間さくま大翔はるとは緊張した面持ちでスピーカーを見上げた。

　真剣な目で見上げたからと言って向こうの表情が見えるわけでもないが、今日の音響監督兼ディレクターがコンソールルームで深い溜息をついているような気がした。

「あのね、すごく丁寧に読んでもらったんだけど、読んでちゃダメなのよ。例えばさ、悲鳴って字ではきゃあ、って書いたりするけど、実際にはきゃあとは発音しないじゃない……わかる？」

　いよいよ説明が具体的になってきて、ブースの向こうの呆れ顔が目に浮かぶ。音響監督の三住みすみまゆらという女性には、以前多数の男性キャラが登場する女性向けソーシャルゲームでフレーバーボイスを収録した時にもお世話になった。題材はバトルもので、いかにも勇者っぽい役を振ってもらった。必殺技を叫ぶのは大変気持ちよかった。その時にはむしろ褒めてもらったくらいだ。

「はい、じゃあ鎧よろいを脱ぎ捨てて……の次の行から」

　今回のクライアントは、そのソーシャルゲームをプレイして大翔が演じたキャラを気にいったとかで、わざわざ指名で大翔に仕事の依頼をくれたのだ。

　依頼内容は、女性向けのシチュエーションボイスドラマだった。聞き手を相手役として、声優が一人で芝居をするという形式のボイスドラマだ。ボリュームとしては一時間ほど。

　なるほど、キャラはソーシャルゲームで大翔に振られたものとよく似ていた。台本は書き下ろしということで、出来ていたキャライメージのラフイラストだけ先にもらった。

　事務所の人から猫役なんだけど大丈夫かと確認されたのに、人間のイラストしかないのは少し不思議には思った。今思えば、この時もっとちゃんと確認しておけばよかったのかもしれない。

「さすがに逞たくましい体をしているんだな。こんな風に触れる日が来るとは思わなかった。恐ろしくないと言えば嘘になる、少し怖い」

　別に実際誰かと触れ合うわけではないが、少し怖いどころじゃねーよ、と大翔は内心思った。

　濡れ場がある、とは聞いていたから、ＡＶなどを見て研究しつつ台本を待ったのだが、台本を受け取ってびっくりした。大翔演じる騎士が受、つまり掘られる側だった。ネコとは、女役という意味だったらしい。女性向けということでてっきり、ヒロインとの濡れ場があるのだと思いこんでいたが、ヒロインは大翔の方で恋人は悪役にしか見えなかったキャラだった。

（女性向けなのに、喋るのは女役の方なの？　男同士の恋物語に、女性が女役の音声を楽しむって、複雑すぎない？）

　と、軽く混乱しつつ台本をめくれば、大翔をさらなる衝撃が待ち受けていた。

　おちんちん、ペニスは可愛い方で、カリ高ちんぽ、雄マンコ、メスアクメなど、日常ではまず口にしない淫語卑語に加えて、じゅぶじゅぶだの、ぬこぬこだの、目を覆いたくなるようなオノマトペがふんだんに咲き乱れていた。

　道端で口に出したら即公然わいせつか何かで捕まりそうな文字群に一瞬、

（これ読むの？　ほんとに？）

　と、気が遠くなりかけた。

　字だけなのにエグかった。

（本当に女の子がこれ聞くの？　……もう少し女の子に夢を見ていたかったな）

　と乾いた笑いがこみあげてきたものだ。

　まさかそれを読むのが、こんなに難しいとは思いもしなかった。

「さっきのじゅぷじゅぷしないで、は説明のための擬音だけど、そこから咥えたでしょ。ここは水音が欲しいわけ。出来るかな？　あと、らめぇ、は、舌が回ってないダメえ、だからね。そこのところよろしく」

「は、はい……」

　自身も声優だという三住の指摘はわかりやすく丁寧だった。

　なるほど、求められていたのはちゅぱ音という奴だ。見様見真似といってもいいくらいに恐る恐るちゅぱ音を出しつつ、セリフをしゃべりつつ、息で芝居をして、と考えることが多く目まぐるしい。息を乱れさせているとだんだん本当に息苦しくなってきて、エッチなシーンを演じているはずなのに、エッチな気分どころか持久走をやらされてでもいるかのような気分になってきた。

　しばらくは止められずにセリフを続けたが、先ほどストップがかかったシーンまで来るとまたキューランプが点く。防音室の向こうではディレクターが「うーん」と唸っていた。

　なんだか朦朧もうろうとしてきた大翔は泣きそうになる。

「……ごめんね、セクハラになるけど、おしりってしたことある？」

「ないです」

「だよねぇ……」

　三住はトークバックスイッチをＯＮにしたまま、んー、んー、んー、としばらく唸って考え込んでいる様子だ。

　ブース内の大翔はそれ以外にはほとんど無音の世界で、ただ一人取り残されているような気分を味わいながら沙汰さたを待つしかない。録音ブースの防音は完璧だ。

「んー……日常パートなんかは出来てない、わけじゃないんだよね……慣れの問題かなぁ……んー……」

　特に大翔に聞かせるつもりでもないのだろう独り言をひとしきり唸ったところで「うん」と、何か思いきりをつけたように呟いて、三住は改めて大翔に話しかけてきた。

「このシーンは、細かく分けて切り返しながら録っていくことにします。じゃあ、今のセリフなんだけど『ひぁっ』のところで挿入されたのわかるかな？　そこ、ちょっと息詰めて、後半ウィスパーボイスめに貰えます？」

「は、はい！」

　そこからは、もう細かく細かく指示を受けながらの収録となった。

　恐らく聞く人にはそれっぽく聞こえるのだろうが、大翔自身は何をどう喋っているのかがよくわからない。

　指示をしている三住も疲れただろうが、収録が終わる頃には大翔はもうぐったりとしていた。収録時間は伸びに伸び、予定していた時刻を５時間は軽くオーバーしてしまっている。

「す、すみませんでした！」

　三住と、収録に付き合ってくれたエンジニアに頭を下げると、エンジニアは火をつけていない煙草を咥えて笑って許してくれた。

「新人だからこんなこともあるよね。何事も経験だから」

　三住も収録が終わってしまえば、もう気にしてはいないようだったが、これでは次回以降三住から仕事振ってもらえることはなさそうだ。

「佐久間君さ、ここだけの話、こういう作品あんまり経験なかったかな？」

「……はい」

　初めてだの、やったことがない、と言えば仕事を振る側は不安になる。だから、現場でやったことがないなんて言い訳はするな、と養成所では教えられていたが、今日の醜態ではどうにも言い逃れのしようがなく、大翔は素直に頷く。

　芝居を始めたのは養成所に入ってからだし、アンオミテッドの準所属になってからもらった仕事といえば、アニメや外画のモブ、そして、ソーシャルゲームのフレーバーボイスだけだ。ひとりで一時間も喋るのも、それから濡れ場も初めての体験だ。

「そっか、そっかー……うん。ごめんね、私の方もいろいろ見誤っちゃって。もっとやりやすいように配慮してあげればよかったね」

　全面的に大翔の力不足なのに、気を遣われているのがかえって辛い。

　三住は少し考えてから、今後もこういう仕事があればなんだけど、と前置きして続ける。

「これはもう役作りの話になっちゃうから、今さらのダメ出しになっちゃうけど。この主人公ってさ、騎士じゃない？　いわば、男であることに自信がなきゃ務まらない仕事だと思うの。それが同性の、しかも敵だとわかってる相手に抱かれるわけでしょ？　甲冑を自分から外すって、無防備な状態を委ねる、って決意でしょ。しかも、本来自分の側じゃない役割を受け入れるのよね。相手に対してどういう思い入れがあるか、とかその辺りをもうちょっと読み込んで作ってくると、芝居も変わると思うよ。声優って声が優れてる、とは書くけどさ。君の声がいいのはわかってる。でも、我々は役者なわけだから。演じないと」

「……はい」

　うなだれる大翔は「じゃあ、お疲れ様」と、帰るように促された。何も言われはしなかったが、早く帰ってほしそうな気配がした。大翔が帰った後、エンジニアと愚痴を言い合うのかもしれない。

　まさか聞かせるつもりはなかったのだろうが、疲れ切った溜息をつきながら「もう少しできる子だと思ってたんだけどな。ま、しょうがないか」と呟かれたのが止めになって、大翔はふらふらとスタジオを出た。

　疲労もあるし、思っていた以上に出来が悪かった自分に呆れ、三住にもエンジニアにも多大な迷惑をかけたのに絶望し、大翔はズタボロだった。

　それでも、事務所には今収録が終わったと報告しなくてはいけない。

「一応顔出すか」

　報告は電話でもよかったが、今すぐ電話をかけたら流石に泣き出してしまいそうで、電車の中で心の整理をつけようと、事務所方面の電車に乗った。

「思い入れ、とか言われても、男と付き合う気持ちとかわかんねーし……」

　電車の扉に額を押し付け、小さく呟く。冷えた金属扉は気持ちよくて、失敗と絶望で熱を持っているに違いない頭を冷やしてくれる。

　日のあるうちに終わる予定が、外はもうすっかり暗くなっていた。

「あー、また事務所に自分売り込まなきゃ」

　三住から仕事を回してもらえる目がなくなった今、大翔がやらねばならないのはそれだ。

　今回は失敗したけれど、小さい仕事も積み重ねていれば、今回みたいに向こうからお呼びがかかることもある。

「またこんな風に指名をもらえるくらい頑張らなきゃ」

　今日の後悔は、反省が済んだら一旦置いておいて自分に言い聞かせつつ、電車を乗り換えて、重い足を事務所に運んだ。

「済んだことは仕方がないし、次頑張ろう」

　まだ残っていたマネージャーに包み隠さず今日の収録を報告をすると、マネージャーにも慰めるでもなく言われてしまった。

　そう、仕方がない。

　今日の仕事は終わってしまい、もう取り返しはつかない。後はもう、ここから今日の失敗を踏まえて立ち直るより他にないのだけれど、立ち直れる気もしなくて、大翔は事務室前の廊下にあるベンチに腰を下ろした。

　立ち直るどころか、もう椅子から立ちあがれる気もしない。

「あれ、佐久間君、だっけ？　こんな時間にどうしたの？」

　どれほど自分の世界に入って座り込んでいたのか、顔を上げると事務所の先輩である高杉たかすぎ仁じんの姿があった。

「……仕事終わりで」

　きっと顔だってひどいことになっているだろう。目を合わせていられなくなって、そっと顔ごとそらしつつ大翔は答えた。

　すでに押しも押されもせぬ売れっ子の高杉は、今の大翔には眩しすぎて直視できなかった。

　すっかり卑屈になってしまっているから、演技力のある高杉は、自分みたいなダメだしなんてされないんだろうなぁ、なんて考えてしまって、じんわりまた涙腺が緩んだ。

「そう。俺も仕事終わり。今日の現場、事務所に近かったし、ついでに届いてる台本取りに来たんだ。よかったら飯でも行かない？」

　思いがけない誘いに、大翔は驚いて再び顔を上げた。

　高杉とは、先日高杉がレギュラー出演するアニメ『Bremen in the Brain』で、ほとんどモブみたいな役をもらった時に会ったのが初めてで、そもそも名前を覚えてもらっていただけでも驚きなのに、食事に誘ってもらえるとは思わなかった。

「あ、俺は飯まだなんだけど、佐久間君は腹減ってない？」

　驚きすぎて返答もできずにいたら気遣われて、大翔は慌ててぶんぶんと首を横に振った。

　今の気分ではちょっと食欲なんて湧きそうもなかったけれど、事務所の先輩、しかも憧れの人気声優である高杉に声をかけられて断れるわけがない。

「じゃ、軽く。ね？」

　ジョッキを傾ける仕草を加えて、パチンとウィンクされたら「は、はひ」と返答が上ずってしまった。声優でありながら、外見も整っている高杉にその仕草はハマりすぎるくらいよく似合っていた。これがアニメか漫画で、大翔が女の子なら、目がハートになっているところだ。

　高杉が連れて行ってくれた店は、事務所から電車に乗って繁華街に出たところの、穴場っぽい大衆居酒屋で、まだ大学生の大翔が入るには少々気合がいる店だった。

　程よく席と席が離れガヤガヤしていて、話すにはもってこいな感じだ。

　座る前にビールでいいか確認されてした注文は、ほとんど間髪入れずに届いて「とりあえず」と乾杯する。

　食事に来たのはいいけれど、何を話せばいいのかわからなくて舞い上がってしまっている気持ちを落ち着けるべく、恐る恐るジョッキに口をつけていると、一口で五分の一ほど飲み干した高杉がジョッキを抱えたまま聞いてきた。

「佐久間君、佐久間、何君だったっけ？」

「大翔はるとです。大きく飛ぶ、飛ぶの方は羊編に羽で、はると、です」

「で、大翔君、どうした今日？　怒られた？　それとも失敗したか、嫌なことがあったか？」

　やはり顔を見ただけで落ち込んでいたのがわかったのだろう。今日ここに連れてきてくれたのは、慰めるためだったらしい。

　ほとんどよく知らない相手にずいぶんと優しい。

　単刀直入に聞かれて、大翔はうつむいた。

「……あの、今日初めて単独でシチュエーションボイスＣＤの仕事貰って」

「おぉ、おめでとう。やったじゃないか」

　高杉は驚いた顔で祝福してくれた。

　新人にとっては身に余るほど大きな仕事だ。実際身に余ってしまったからこうして落ち込んでいるわけだが。

「で、それで？」

　続きを促されて、どこから話そうかと迷いながら大翔は口を開いた。

「もう、ぼろぼろで。ダメ出し貰うのも申し訳なくなるくらい……時間も掛かっちゃったし、音響監督さんにも、エンジニアさんにも迷惑かけちゃって……」

「時間かかったってどのくらい？」

「予定時刻を五時間ほど割り込みました」

「あー……」

　驚くわけでもなく、さりとてたいしたことがないとも言わず、高杉は相槌を打ちつつ、メニューを指でなぞった。

「煮込みと……山かけと、から揚げ、と。あと餃子。大翔君は何か食べたいものある？」

「あ、いえ」

「好き嫌いは？」

「とくには」

　大翔の返答に、高杉は再度メニューに目を落としながら店員を呼んだ。先ほどのメニューを繰り返し「あとラーメンサラダ行っとこうか」と付け加える。

「ラーメンサラダ？」

　注文を受けた店員が厨房に戻っていくのを見ながら大翔は首を傾げる。

「知らない？　サラダの中にラーメンの麺が入ってるヤツ。元々は北海道の名物らしいけど」

　聞いたこともない。

　大翔は首を横に振って「あったかいんですか？」と聞いた。

「んにゃ、野菜多めの冷やし中華、っていうか、かかってんのドレッシングだし、やっぱサラダかな」

　聞いてもさっぱり想像がつかず、首を傾げるしかない。

「で、音響監督さん誰だったの？」

「三住まゆらさんです」

　名前を上げると、あぁ、あぁ、と高杉は納得したように頷く。

「あの人、出来る人だけどさ、厳しいよね。怒らせちゃったか」

「あ、いや……怒られた、とかじゃないんですけど。俺が全然できなかったから。優しかったです。すごーく」

　むしろ気遣われ、優しくされたのが辛かった。まだ叱るだけの土俵にも挙げてもらえなかったのだと思い知らされたから。

「できなかったって？」

「え、えと……」

　流石に居酒屋と言う公共の場でどこまで口にして言いかがわからず、周囲に目をやって、誰もこちらに注意を傾けていないのを確認してしまう。どうしても性的な単語が入り混じるため、無防備に口にするのは躊躇われた。

「一人芝居だったんですけど、俺、ネコとか受っていうんですか？　女性役の方で……一応ＡＶとかで研究していったつもりなんですけど、全然ダメで……男とやったことなんかないし……」

「激しかった？」

　悪戯っぽく高杉が聞いてきた。

「そりゃ、もう」

　アレが激しくないとしたら、何を持って激しいというのか。

　一時間の内、四十五分くらいは性器の名称と擬音と喘ぎ声だったはずだ。あれだけ性器にバリエーション豊かな呼称があるとは台本をもらうまで知らなかったし、濁音ばかりのオノマトペをあんなに口にしたのも初めてだ。

「じゃ、まゆらさんに見てもらえてよかったね。あの人プロだもんな」

「プロ……？」

　プロといえば、高杉だって、また金銭をもらって演じているといえば大翔だってプロになるはずだ。でも、高杉が言いたいのはそういうことではないのだろう。

　高杉は知らないのかとでも聞きたそうに教えてくれた。

「深夜アニメにもなったハナマチ、って成人向ゲームあっただろ？　あれ、変名だけどヒロインの一人、成人向けの方もアニメの方もまゆらさんだよ。確かキャスティング替わってないの彼女だけだったと思う」

「へ？」

　ハナマチといえば、元は成人向けＰＣゲームでありながら家庭用ゲーム機や携帯ゲーム機などのコンシューマに移植され、深夜アニメはもちろんアニメに実写にと映画化もされ爆発的なヒットとなった名作だ。

　当時、大翔は未成年だったからコンシューマの方しかプレイしていないが、アニメはもちろん映画も見に行った。

「今だって、成人向けゲームで相当活躍してるはずだよ。そういう技術は一級品。教え方も上手いし、新人の内にあの人に見てもらえるなんて羨ましいよ」

　そんな話をしているうちに、まず山かけと煮込みが届いた。高杉が箸を付けるのを待って、自分も箸を伸ばすと、腹が減っていたことに気が付いた。そう言えば昼食を取ってから、かなり時間が経っている。

「あ、うまい」

　しみじみと呟くと「だろ」と、高杉が嬉しそうに笑った。こっくりと濃い味に煮込まれた煮込みが腹に染み渡った。続いて届いたラーメンサラダは、なるほど茹でられた中華麺がどかんとサラダの中に入っていて、これも美味しかったし、から揚げも餃子も美味かった。

　おなかがおさまり温まってくると、落ち込んでいた気分もかなり落ち着いてきた。

　酒が入り、仕事だけでなくあれこれと会話が広がり、だいぶアルコールも回ってくる。高杉は話も上手くて一緒に居るのが楽しかった。

　ブレブレの現場では高杉も若手枠に入るため後輩らしく振舞っていたが、声優雑誌では兄貴キャラとして扱われることが多い。無理なキャラづけではなく、実際にそういう性分なのだろう。心安く頼りになる。

　何しろほとんど面識のない後輩を、こうして飲みに誘い励ましてくれるくらいなのだ。

　会話が一段落すると、やっぱり戻ってくるのは今日の反省だ。

「アナニーぐらいしておけばよかったかな」

　アルコールでだいぶ理性のタガが緩み、思わず口に出せば、ぷは、と高杉が吹き出した。

「すればよかったじゃん」

「いや、やっぱりケツに入れるって言うのは、抵抗がありまして……」

　あー、わかるわかる。と身のない相槌を打ちつつ、高杉はラーメンサラダのボウルをつつく。中身はほとんどふたりの胃に入ったが、まだいくらか葉っぱが残っている。

「ようはさ、こいつと一緒」

「ラーメンサラダと？」

　うんうん、と頷いて、高杉は千切れた麺を摘まみ上げた。

「ラーメンサラダ、って聞いた時は何だそれ、って思っただろ。でも、頼んでみたら何だかわかるわけじゃん。経験って大事だよな」

「そういうもんですかね？」

　経験してみればいいじゃん、いや俺もそっちの経験はないけどさ。と軽く言われればそんな気もして、ぐっと何杯目かのジョッキを飲み干した。

　楽しいからって飲み過ぎている自覚はあった。元々落ち込んでいたから、余計にピッチも早かったのだろう。

　断り切れずに奢ってもらったところまでは覚えている。あとはアルコールと楽しい気分にふわふわしたままホテルに入り、正気に返ったのはベッドでキスされている時だ。

「ん……ふぁ……」

「……はぁ」

　自分の唇から無意識に漏れた甘い吐息はさておき、影を作る長いまつ毛と、唇が離れて吐息をつく姿があまりに雄の匂いを感じさせて、そりゃ女性も夢中になるわけだよな、なんて考えていたのが正気の内に入るかどうか。

　男同士でも入れてくれるものなのかとげらげら笑って『ビジネスにもどうぞ』という文言は男同士もＯＫだという符丁らしいという、高杉が持っていた謎の豆知識に感心した記憶もある。

　そこからどうしてキスをしているのだろう。高杉の唇は柔らかく気持ちよかったが、割って入る舌に思わず怯えて、大翔の舌は喉の奥に逃げた。

「舌の使い方が下手だな」

　くすり、と笑って高杉は大翔の口の中に手を突っ込んできた。掴まれた舌を引っ張られる。
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「んぅ……」

　指で舌を擦られるとくすぐったかった。ゾクゾク、と得体のしれない感覚が背中を駆け上り、生理的な涙が眼球を覆おおった。

「性感帯って口の中にもあるらしいぜ。口の中も粘膜だしな」

　なんでこんなことになってるんだか必死に考えようとしたけれど、まだアルコールが残っているのか、感覚は簡単に快楽へと流されていく。

　自分が勃起しているのに気がついて、大翔は太ももをすり合わせた。口の中を弄られただけでこんなに反応してしまっている自分が恥ずかしい。

　口の中を指でまさぐられ、噛んでしまわないようにされるに任せていると、口の端を唾液が伝っていく。細められる高杉の目にもぞくりとする。

「大翔、可愛いなお前」

　童顔気味なせいか、女性からはよく可愛いと言われるが、大翔だって男だし可愛いよりはかっこいいと言われたい。可愛いと言われても嬉しくなんてないはずなのに、ぶわりと顔に熱が集まった。

　息を飲めば高杉の指に吸いつくことになって、ますます恥ずかしさが増していく。まるでこんなのフェラチオをさせられているみたいだ。

「大翔君てば、やーらし」

　高杉も酔っているのだろうか。ちゅぷりちゅぷりと指を抜き差しされて、ますますそれらしい行為になっていく。熱の籠った目で見降ろされて、眦まなじりから涙が溢れるのと同時に、どろりと何かが溶け出すような感覚を覚えた。

「ふぁっ……は……」

　息を吸い込もうとしただけなのに、甘ったるい声が出て、自分でぎょっとする。

「粘膜掻き混ぜられるのって気持ちいいよな」

　咥えさせられてない方の手が、するりと服の裾から入り込んできて、素肌の上を這い上る。寒いわけでも、忌避感が起こったわけでもないのに、鳥肌が立ちそうだ。

「や……らめ……」

　あぁ、口の中にモノを突っ込まれてても、呂律って回らなくなるのか。頭のどこかがどこか冷静に今日のセリフ回しを思い出す。あれはこういうことなんだなぁ、と今更ながらに納得した。

「お、勃ってる」

「んっ!?」

　粒だった胸の飾りを、こり、と指先でひっかかれて、腰が跳ねた。

　女の子じゃないんだから、そんなところ感じるわけがないのに、状況に混乱している脳は、高杉の動作に神経を全部持っていかれている。

「胸でも感じるんだ。女の子みたいだな」

　小さな器官をキュッとつままれて、思わず口の中の指に歯を立てた。しまった、と慌てて口を開く。唾液でべたべたになった手を頬に添え、再び口づけを与えられる。弄ばれた舌は今度は簡単に吸い出され、甘噛みされて、舐めしゃぶられた。

　ぬるぬると絡まり合う舌は、軟体生物のようで、なんだか甘さを感じさせる。

「んっ……んんっ……」

　口を離れ自由になった高杉の手は、器用に大翔のボトムのボタンを外し、ジッパーを下げていく。

「もう熱くしてるな。気持ちいいね」

　言い聞かせるように気持ちいい、と言われると、それに応えるみたいに体の芯から快感が生まれて、全身に熱を回す。スリスリと膨らんでいるそこを撫でられると、ますます血液はそこに集まって固くなった。

「ほら、腰上げて。締め付けられてると苦しいだろ」

　低く甘い声がかけていく魔法に心を縛られて、言われるがままに体が反応する。

（あー、もうほんといい声してるな）

　うっすらと悔しさみたいなものを覚える。もちろん自分の声だって嫌いじゃないが、高杉の声は、深く低くて、男としての色気に溢れている。男なら、そして自分の肉体を表現手段として使っている役者や歌手であれば、誰だってうらやましいと思わずにはいられないはずだ。

　腰を上げさせられてボトムを脱がされ、トップスも一枚一枚プレゼントの包装を剥ぐみたいに脱がされた。

「ちょ、ま……待って……」

「だぁめ、ほら、手、どけて」

　気恥ずかしさに手の動きをとどめようとすれば、その手を掴まれて押しのけられた。抵抗なんてして当たり前のはずなのに、自分がわがままを言っているような罪悪感に駆られる。

　節の目立つ大きな手はかさかさと乾いていて熱かった。

　高杉は大翔を下着一枚にすると、自身はいささか乱暴に上半身を脱ぎ捨てる。

「わ……」

「ん？　何？」

　鍛え上げられた身体に一瞬目を奪われた。

「い、いや……いい身体してますね」

「そ？　どーも」

　今でもトレーニングは欠かさないのか、高杉の身体は若い大翔が恥じらいを覚えるくらい、筋肉をうっすらと骨に纏わせた美しさを持っている。声だけでなく肉体も実に均整がとれていて羨ましさを覚える。

　ふと自分の身体に目を落とすと、高杉と違って割れていない腹が見えた。

　最後の砦であるボクサーパンツは、すっかり立ち上がった自身のモノが押し上げてしまっているのがまた恥ずかしい。先ほど着衣を脱がせた大きな手がスリとそこを撫でると、先走りがじんわりとパンツにシミを作った。

「反応いいなぁ……こんなに反応いいと嬉しくなるな」

　唇が渇いたのか、高杉が舌なめずりを見せる。

　もう高杉を見ていることも出来ないし、自分の顔も見られたくなくて、大翔は腕で自分の顔を覆った。

「何で顔隠しちゃうんだよ。ほら、可愛い顔ちゃんと見せて」

「む、り……」

　からかうような声音にようよう返答を絞り出すと、くすくすと笑い声が降ってきた。

「下着汚しちゃったな。ほら、せめて脱いで乾かしておこうか」

　ゴムのふちに指がかけられ持ち上げられると、敏感な粘膜が外気に触れるのがわかる。丸裸にされるとは思ったが、高杉の声には不思議な魔力があって逆らえない。再び腰を上げて、下着も脱がされてしまう。脱がせたときの膝を曲げさせた姿勢のまま、高杉は座る位置を変えて、大翔の足の間に収まった。

　これでもう大翔は足を振り上げない限り、足を閉じられない。

「も、やだ……こんな、恥ずかしい」

「恥ずかしくなんかないだろ、これも経験だって」

　膝頭にも唇を落とし、いつの間に手にしたのか、ローションの個包装パウチを軽く噛んで開封している。温めるためになのか、片手をすり合わせるように動かすと、くちくちと音が立って、それが凄まじくイヤらしく聞こえて、耳が熱くなる。

「ケツ使ったことあるか聞かれたんだっけ？　これで次は胸を張ってありますって答えられるな」

（……もーやだ）

　からかわれている、と思うのに、自分の話を聞いて覚えていてくれたのが嬉しい。高杉の意識が自分に向いているのが嬉しい。そもそも、事務所で会った時に名前を覚えてくれていたのが嬉しすぎた。

「まずは、マッサージからね」

　宣言してから高杉のローションにまみれた指が、大翔の後孔に添えられる。思わず身を固くしたが、いきなり挿入するような乱暴なことはされなかった。寄った襞を一つ一つ愛でるようになぞられ、下腹がきゅんと疼く。

　口もそうだが、アヌスは内臓の入り口だ。衣服という守るものもない状態で、他人にそんな弱点をさらしている状況に、ぞくぞくする。俎板まないたの鯉とでもいえばいいだろうか。衣服という守るものもない最も無防備な状態で、相手のするに身を任せている。

　どきどきしすぎて心臓が胸を破って飛び出しそうだ。

　この鼓動も火照りもアルコールのせいだけではありえない。

　指の腹を押し付けられると、大翔の粘膜はもっと刺激を強請ねだるように吸い付いた。ちゅ、というかすかな音が体の中からだけでなく、耳にも届いた気がする。

　ぐにぐにと押されると、はやく食いつきたいとでも言いたげに、内側の粘膜が高杉の指に甘える。高杉はゆっくりと襞を伸ばすようにして、指先で円を描いた。そして、中心部に人差し指の先端を押し当て、ぐ、と力を込める。

　ローションのぬめりもあってか、大翔のそこは意外なほどあっさりと高杉の指を受け入れた。

「きっつ……」

　締め付けを楽しむように指先だけを収めて、くっくっと肉の輪を押し広げていく。内側に空気が触れる未知の感覚に、これからされることを想像し、全身が勝手に震えた。

「きついし、固いな。これほんとに入るのか？」

　高杉はぽそりと呟いて、だが投げ出すことなく指先だけで肉輪をほぐしていく。指の動きに合わせて、大翔の肺からは空気が押し出され、喉を震わせる。

　初めての経験に、自分の身体からはこんな音も出るのか、となんだか新鮮な気分になる。

　身体の奥が刺激されて揺れている。今はまだ入り口だけで感じている熱をもっと奥まで感じたい。考えた途端に、筋肉が弛緩する感覚があった。それに合わせて、ずずっと奥に高杉の指が入り込んでくる。

　こっそり腕の隙間から覗くと、高杉のまなざしは雄の欲望に浮かされて、大翔のその部分にくぎ付けになっている。肉食獣のような眼をしていた。

　ぐねぐねと指をよじらせながら抜き差しすれば、柔軟な粘膜は動きに合わせて指に寄り添う。高杉は少しづつローションを足しつつ、探るように中で指を動かした。

「……確か、このへん」

「あっ」

　くっと指を曲げられたのと、大翔が声を上げたのは同時だった。高杉が顔を上げると、大翔は信じられないと言いたそうに両手で口を押えていた。

「そ、そこ、駄目です。なんか、じわっと変な感じが……」

「へぇ、そう」

　はっきりと駄目だと言葉らしい言葉を発したのに、高杉は意地悪く笑い、駄目、と言われた箇所をタップした。

「んっ……ひっ……くぅ……」

　揺らされれば酔うような不安な感じが、じんわりと押されるとそこから熱が生まれるような感覚が生まれ、足首から先に力が入らなくなる。

　信じられない信じられないと必死に訴える大翔の目は、泣きたいわけでもないのに再び涙に覆われていた。未知の感覚から逃れようと大翔は身をくねらせるが、頼りない手触りのそこを抑えたまま擦りあげられると、腹筋がヒクヒクと痙攣した。

「指、増やすよ」

　人差し指を抜き切らないまま、それをガイドに中指が大翔の中に押し込まれる。ぐぅっと入り口を広げた指は、先ほどから熱を生み出しているそこを挟むようにして遊び始めた。

　ひくんひくんと、身体の中が引きつる。糸か何かで内側から操られているみたいに爪先が何度も丸まっては解放される。

　アルコールが回ってる、と思う。くらくらと目の前が揺れる。

　体中が熱くて、吐く息も熱くて、腹の奥が気持ち悪い。

　喉が渇いているみたいな変な感じで、もっと腹の奥まで何かを求めてしまっているのに、それはまだ与えられない。

　さらに薬指も入り込んできて、抜き差しされる速度が上がる。指が滑らかに動くのを確認すると、指は開いたり閉じたりと、もっと傍若無人な動きを始めた。

「……はぁ」

　高杉は大翔の鎖骨に額を押し付け、ため息をついた。熱くなっているのは大翔だけではないらしく、その息も熱かった。

「俺もう限界。挿れてもいい？」

　大翔がわずかな動きで首肯すれば、脱ぎきるだけの時間も惜しいとばかりに、ジッパーを開き、中途半端にパンツを下ろしたままの状態で、高杉は先端を押し下げて入り口に当てる。ぐっと腰を進めると、みちみちと音を立てそうな勢いで大翔の中に高杉のモノが押し入った。

「っあ……」

　掠れた悲鳴を上げて、征服される恐怖を覚え、勝手に腰が逃げそうになる。高杉はそれを許さず、腰骨のあたりをしっかりと掴んで、大翔の尻に腰を打ち付けた。

「……入った」

　高杉が絶え入るように小さく呟いた。大翔はと言えば、ずぬりと入り込んできた熱の塊に、はくはくと唇を喘がせる。熱くて熱くて溺れてしまいそうだ。

「やっ……」

　救いを求めて伸ばした手の左を、高杉が指を絡ませるようにして掴んでくれる。

「大翔君の中、あっちぃ」

　くすり、とないしょごとのように耳元で囁いて、さらに奥まで侵入するみたいに腰を押し付けてくる。中空を泳ぐように掻く右手は、高杉に捕まえられて、首に回された。

「引っ掻いていいから、しがみついてて」

　もうこれ以上入らないはずなのに、ずん、と奥へ奥へ腰を打ち付けられる。爪を立てるつもりはなかったが、高杉の肩に喰いこむ指は爪の先が白くなるくらいに力が籠められている。

　弄ばれ膨らんだ前立腺にカリ首がひっかかり、ぞりぞりと刺激してくる。

　高杉も熱い、と言っていたのに大翔の方も熱くて仕方がない。圧倒的な熱と質量は、大翔の中で存在を主張し、どくどくと脈打っている。

「っひぁっ……あっ……あぁっ……」

　身体の中を捏ねられて、嬌声が喉から押し出される。息が詰まる。自分のペースではない律動に揺さぶられて、上手く思うように息が吸いこめない。ぐじゅぐじゅと掻き混ぜられる水音がいやらしい。

　隙間から溢れだすローションが、まるで自ら感じて濡れているように思えた。

「っ……そんなに締め付けないで。搾り取られそうだ」

　耳元で囁かれると、また体の芯で熱が膨らんでいく。低く甘い声が、耳から脳を犯して身体の中を揺らす。

「だ、め……囁かないで……」

　高杉の胸に頬を擦り付け、縋り、きつく抱きしめて、大翔の腰も勝手に揺れた。快感から逃げたいのか、それとももっとと強請っているのかわからない。

　熱くドロドロに溶けた内側が溢れてしまいそうだ。

　奥から引き抜かれ、貫かれて、がくんがくんと首が振られる。

「ごめん、そんなに持ちそうもない」

　ごめんも何も早く終わってほしいのに、何故か謝られた。

　高杉の片手が身体と身体の間に差し込まれ、大翔の陰茎を握った。身体全体の律動に合わせて擦られて、一気に高みへと追い詰められていく。

「だ、だめ……そんな、擦られたら、俺、俺すぐにイっちゃ……っ」

　鈴口に爪を立てるように指を突きたてられて、息を飲む。暴力的と言ってもいい痛みを伴う快感に、一瞬意識が浚さらわれた。堰せきを切った勢いは戸惑う隙も見せずに、一気に快楽へと大翔を押し流してしまう。

　握られて歪む尿道から精液を吐き出す動きに、括約筋は飲み込んだものを搾り取る動きを見せる。

「ふわっ……」

　自分の身体が信じられない動きを見せたことに驚き、息を飲む。

「あ、やべ……」

　射精の反応に高杉も耐えきれなかったのだろう。ほとんど間髪を入れず、体の奥に濁流が叩きつけられた。身体の中に吐き出される熱に、内臓の形を知覚する。

　息を止めてダッシュした直後に似て、こめかみを一気に血流が流れて頭痛がした。

　なかなか息が整わない。

　大きく何度も肩で息をしてから、高杉はもう一度大翔を抱きしめた。

「……はは。俺、いつもはこんなに早くないんだけど。もう、挿れたばっかじゃん」

　がっくりと肩を落とし、大きな節の目立つ手で、グリグリと大翔の髪を撫でた。

「ごめんね、中で出しちゃった」

　謝っている時まで良い声で、ズルいなぁ、と思う。

　多分、大翔も高杉も飲み過ぎたのだ。だからこんなことになった。酔った勢いというのは恐ろしい。

　後始末をしなくてはいけないのだろうことはわかっているが、もう少し抱きしめていてほしい。この温もりを手放したくないなんて……。

　きっと、まだ酔っている。

















第二章　演技指導はベッドの上で












　最悪とまでは言わないが、目覚めはけしていいものではなかった。

　頭が痛いのはこれもわずかに残る酒のせいばかりでもない。

　目が覚めてまず見慣れない天井に疑問を覚え、次いで同じ布団に包まる自分のモノではない体温に、やらかした、と思った。それから、誰と何をやらかしたのかを思いだした時の感情は筆舌に尽くしがたい。

　夕べの自分に『何で』と詰め寄りたかったし、未知のだるさを訴えている腰に、頭の中でがっくりと膝をつき項垂れる。

「うあー……」

　酔った勢いにしたって、これはない。

　見知らぬわけでもないけれど、男と一夜を共にしただけに飽き足らず、抱かれてしまうだなんて。

　記憶もばっちり残っている。

　飲んでいる最中に、かっこいいとか抱いてくれとか戯言ざれごとを口にした記憶はあるが、まさか本当に抱かれるつもりはなかったし、ホテルに入った時も馬鹿なことをしている自覚はあっても、誓って最後まで突っ走るつもりなんてなかった。本当に。

　多分それは、隣でほぼ同時に目を覚ましたらしいのに、無言で頭を抱えている高杉だって同じことなんだろう。

　気まずい。

　ちらりと顔を向けたらばっちり目が合って、慌てて天井を向き直す。

（……どうしよう）

　相手が女性じゃなくてよかったような、女性だったらまだましだったような。

　間違いなくこれは酔った勢いというやつで、酔った勢いでやらかしてしまうなんて絶対に褒められたことじゃない。

　少なくとも子供ができる可能性がないことだけが唯一の救いだろうか。

　可愛い可愛いと言われ、気持ちいいという言葉に盛り上がり、甘い声を上げ、広い背中に縋りついた。挙句中に出されて、その後始末をしているときにまた盛り上がり、もうワンラウンド風呂で致した。風呂場の嬌声は実によく響いた。

（酔った勢いとかじゃないじゃん。完全にノリノリじゃん……なんで）

　昨夜の自身の痴態を思い出し、大翔は丸まって頭を抱えた。

　もう本当にいろんな意味で頭が痛い。

　所在なさげにもぞもぞしていた高杉が、このままでは埒らちが明かないとでも思ったのか、身を起こした。

「……えっと、大翔君。起きてるよね？」

「あぁ、はい……」

「ひっでー声」

　くすり、と思わずといった感じで笑われる。

　酒のせいなのか、それとも夕べ散々あられもない声を上げ続けたからか、近年ちょっとないくらいに喉がカスカスだ。

　声優としての自覚に欠ける。

（……誰のせいですか）

　抗議したいような気持ちは胸をよぎらないでもなかったけれど、それを言ったら余計に泥沼にはまり込みそうな気がして呑み込む。

「あの、謝って済むことでもないけど、その……申し訳ない」

　裸のまま深々と頭を下げられ、一瞬焦った。こんな風に謝るくらいだから、高杉の方には、なかったことにしようとか、覚えていないことにしよう、と言う気はさらさらなさそうだ。立派だな、と他人事みたいに場にそぐわない感心をしてしまう。

「あ、いえ……こちらこそ何と言いますか……すみません……」

　顔を合わせるほどの勇気は出なくて、掻き寄せたシーツの中に顔を埋める。高杉に頭を下げさせたことが申し訳なかった。

　小さくなっている大翔が面白かったのか、高杉は「ふはっ」と笑った。

「何でそっちが謝るの。むしろ俺のこと責めてもいいんじゃない？」

「そんなことできないですよ。だって、別に無理やりされたってわけじゃないし、こんなことになったのは自分の判断なわけで……まぁ、酔ってましたけど……お互いさまと言いますか……」

　今度は溜息をついて、高杉は頭からかぶったシーツ越しに大翔の頭を撫でた。シーツ越しでも伝わる大きな手の温もりに、昨日は抱かれながら頭を撫でられたことを思いだしてしまい、頬が熱くなった。

「そう言ってもらえるのは俺としちゃありがたいけど、それってこっちに都合よすぎない？」

　声音から苦笑いしているのが伝わってくる。

「あー、それでさ。俺たちもっとちゃんと話をするべきだけど……チェックアウトの時間もあるし……動けそう？」

「は、はい！　……そうだ、授業！　ここ、どこですか？」

　焦って体を起こし、携帯で時間を確認する。高杉いわく、ここは呑んでいた繁華街の隣駅で、いつもと路線は違うが大学からはそう遠くはないはずだ。

　今日は一限からとっている授業はないから、急がなくてはならない、というほどでもないが、それでも余裕がある時刻でもなかった。急に仕事が入るかもしれない身でもあるからして、なるべくなら遅刻はしたくない。

「身体、大丈夫か？　間に合いそう？」

　ベッドから立ち上がり、部屋の隅に脱ぎ捨てられていた下着とパンツに足を通しながら、高杉が聞いてくる。

「はい、すみません。あの、俺もう行かないと」

「あぁ、うん……」

　尻に違和感はあるし、腰はだるいし、足の付け根はなんだかぐらぐらするが、動けないほどではない。結構大翔の尻は頑丈にできていたらしい。

　身支度を整え、チェックアウトを済ませた大翔は、ホテルを出るなりぺこりと高杉に頭を下げた。

「昨日はありがとうございました。お先に失礼します」

「ちょ、ちょっと待って」

　挨拶もそこそこに駅へ向かおうとした大翔の腕は掴まれ、引き留められた。

「あの、この後体調崩した、とかあったら困るから。これ、俺の連絡先。絶対連絡しろよ」

「はい。ご親切にありがとうございます」

　どんな態度を取ればいいかわからなくて、礼儀正しい後輩の姿勢で礼を言って名刺を受け取ったが、大翔の脳内は再びの恐慌をきたしていた。

（やめろよ、そんな風に親切にされると勘違いしそうになるだろ!?）

　あくまで昨日のことは酔った過ちだ。

　その場のノリとか、たまたま溜まってたとか、きっと要因は複雑に絡まり合っているのだろうが、あれで何かが始まった、なんて勘違いだけはしたくない。

　だって、高杉は押しも押されもせぬ人気声優で、自分は駆け出しの吹けば飛ぶような新人で、立場が違いすぎる。

　別に恋が始まるのを危惧しているわけでもないが、これで自分が相手にとって特別な存在になったなんて、調子に乗って思い上がりでもしたら痛い。

　もらった名刺は定期入れの中に丁寧に仕舞いこんで胸ポケットに入れ、所在を確認するみたいにポケットの上から軽く抑える。

「……ほんと、痛い」

　その下の心臓が軽く音を立てている。

　連絡をしろと言われても、次に会ったときにどんな顔をすればいいのかわからない。

　幸いと言っていいのかどうか、アンオミテッドは結構な規模の声優事務所であるからして、養成所に通って二年、準所属になってから足しげく事務所に顔を出すこと半年、まだまだ会ったことのない先輩もいるし、現に高杉に認識されたのは先日のブレブレの現場が初めてだ。

　同じ業界でやっていこうというのだから、二度と会わないなんていうのは無理にしても、大翔から連絡しようとしなければ、ほとぼりが冷めるくらいに顔を合わせずにいることになるだろう。

　そう思っていた。

　にもかかわらず、再会の時は案外とすぐにやってきた。












「ＢＬのオーディオドラマ、ですか？」












「そう。『鐵くろがねの明星』って作品でね。今、電子書籍で人気のある漫画らしいんだけど、うちにキャスティング権もらったんだよ。メインの二人と、重要なサブキャラはご指名なんだけど、それ以外のキャラはうちで決められるから。どう？」

　マネージャーが微笑みかけてくる。

　大翔は声優としてはまだまだ新人だし、その仕事が次のどんな仕事のきっかけになるかわからないから、一つでも多く仕事は欲しい。

　だが、まだ以前受けたシチュエーションボイスドラマでの失態の記憶は新しく、ＢＬというだけで腰が引けた。

　その直後にしでかしてしまった高杉との一件のせいで、落ち込んでいる余裕もなくはあったが、あの日のことを思い出してしまいそうだ。

「あの……恥ずかしいんですけど、ＢＬっていうと……」

　嫌なわけじゃない。でも、もう少し時間が欲しい。

　おずおずと遠慮がちに断ろうかとしていると、マネージャーは大翔の心情を推し量るみたいに軽く頷いて見せた。

「今回は、あくまで端役だから。ストーリー重視の作品で濡れ場は少ないし、君の役にそういった場面はない。収録現場に行くだけでも勉強になるだろうし、前回の記憶があるうちに学んできた方がいいと思うよ」

　前回泣き言を吐き出しに来た時は、仕方ないで済まされてしまったけれど、それを踏まえての今回の打診らしい。

　鉄は熱いうちに打て、ではないけれど、だからこそこの話を振ったと言われれば、断れるはずもない。それどころか、本気で育てようとしてくれているのだと伝わってきて、大翔は姿勢を正した。

「ありがとうございます」

「うん。頑張ってね」

　恭うやうやしく台本を受け取って開く。

　キャラ名が連ねられた香盤表こうばんひょうは、すでにキャスティングが決まっているのだろう箇所だけが埋められている。その中に高杉の名前を見つけて、大翔は眩暈めまいを覚えた。

（しばらくは会わないと思ったのになー……）

　事務所帰りに本屋に寄りつつ溜息をつく。

　誰も他人のことなんて気にはしていないだろうが、ＢＬコーナーに立ち寄るのは気が引けた。目的は先程受け取った台本の原作本だ。

　原作の『鐵の明星』は電子書籍が最初だったが、紙媒体でも出ているらしい。

　せっかく役をもらったのだから、少しでもその役を理解するためにじっくり読みたかった。じっくり読むのなら電子書籍より紙の本が、大翔には馴染みがある。

　実際ＢＬ方面では話題になっているらしく、ＰＯＰが付いていてすぐに本は見つかった。おかげでＢＬコーナーに長居せずに済んでホッとする。

（ＢＬ、かぁ……状況はリアルにＢＬなんだけどなぁ）

　少し前に仕事で大失態をやらかしたのを事務所の先輩である高杉に慰めてもらったのだが、その時にありていに言えば食われた。

　もっとも大翔も向こうも酔っぱらっていたので、責任の所在を問うのは無粋だろう。

　問題は、高杉も大翔も男性で、かつ、大翔の性指向はストレート、つまり今までは好きになったのも、お付き合いをしたことがあるのも、異性だったことだ。さらに言えばまともに顔を合わせたのも二回目だったのに、いろいろ飛び越えてそういう関係を持ってしまったというのは、大翔にとっては大事件だった。

「連絡なんか、できるわけないじゃん……」

　一方的に連絡しろと言われたのにもかかわらず、そのまま放置しているのも気まずさに拍車をかけている。

　同じ業界、同じ事務所なんだから、いつかはそんな日も来るとはわかっていたが、もう少し再会までには猶予があるものだと思い込んでいた。

　しかし、仕事は仕事だ。

（わ、わりと筋肉描き込んであるんだ）

　自宅に戻った大翔は、一通り台本に目を通し、アクセントなどをチェックしてから、購入した原作漫画をめくって見た。

　マフィアと映画スターのＢＬ物で、受け取った台本だけでは容姿はよくわからなかったが、攻も受もがっしり目に描かれている。筋肉の描き込み方は、遠目には格闘漫画みたいだった。

　へえ、ヒロイン側って言っても、必ずしも女の子っぽいわけじゃないんだな、と大翔はちょっとした衝撃を受けた。

　自分が受けた仕事の作品では、『ヒロイン』は頬も丸く、目も大きく、少年であることはわかるけれど、見ようによっては女の子にも見えるイラストだったから、そういうものなんだと思っていた。

「なるほど、これなら『ヒロイン』役に高杉さんが配役されるのも頷けるよな」

　高杉の役は、受の映画スターの方だった。

　いくら、アクションもこなし追っかけやパパラッチに狙われている、という設定があっても、台本を読んだ時にはピンと来なかったのだが、漫画で読めば高杉の低い声でしっくりきそうなキャラだ。

「アクションをこなすあたりもだけど、芝居にストイックな姿勢も、高杉さんっぽいし、作者さんの絵の癖かもしれないけど、ちょい垂れ目がちなところも、大きな口もなんとなく高杉さんに似てなくもないかも」

　大翔の役はマフィアである『ヒーロー』の弟分に当たる。軽そうな身なりにしゃべり口だが、主人公たちの関係に理解を示し、応援している立場だ。暗くなりがちなストーリーに花を添える賑やかしでもある。

　そういうシーンはＢＬ物を読みなれない大翔にはぎょっとするぐらいに濃厚だったが、ストーリー重視の言葉通り、台本で一通りの流れを追った後だったにもかかわらず、夢中になって読み終えてしまった。

「うん、こいつは俺、演じやすそう。なんとなくわかる」

　自分が演じることになるキャラは、明るくてまっすぐで少しボケていて、よくあると言えばよくあるキャラで、セリフの数は少ないがしっくりきた。

（しかし、これを高杉さんが演じるのか……）

　作中『ヒーロー』のセリフで「女みたいに喘いでろよ」というものがあり、直後『ヒロイン』のセリフは漫画では描き文字の喘ぎと悲鳴になっている。

　日常のシーンを演じる高杉は容易に想像できたが、濡れ場で『女』になっている高杉はどうにも想像がつかなかった。












「うわ、佐久間君大丈夫？」

「す、すみません……感動しちゃって……」

　台本は読み込んできたし、漫画も読んだ。スタジオ入りしてからの読み合わせでも、ジンとはきたが、いざ本番でそのシーンになると、どうにも引き込まれてしまって涙が止まらなくなった。

　ヒーローとヒロインの濡れ場で、肌を重ねながら心情をぶつけあうシーンだ。性的な息遣いもさることながら、わずかな言い淀みにまで細やかに相手を求める心情が溢れていて、胸が締め付けられる。

　自分が出るシーンではないからいいようなものの、あからさまに泣きじゃくってしまった大翔に、スタッフも他の共演者も微笑ましい目を向けている。

　心配して声をかけてくれたのはディレクターで、スタジオにあったボックスティッシュを差し出してくれた。

「これは原作者冥利に尽きますねえ」

「いえ、役者さんの力ですよ」

　シナリオライターと原作者も顔を見合わせて笑いあっていて、大翔はひたすら恥ずかしくなりながら鼻をかんだ。

「何この空気」

　録音ブースから出てきた魚津が思わず、といった調子で呟いた。

　スタジオはミキシング機材が置かれたコンソールルームと、マイクなどを設置した録音ブースから成り立っていて、コーンソールルームとブースをつなぐ扉を閉じてしまえば、完全に遮音しゃおんされる。このスタジオは音楽スタジオも兼用になっていて、いわゆる金魚鉢と呼ばれる造りだ。コンソールルームとブースの間は大きなガラスで仕切られていたが、端の方にいた大翔の姿は中からは見えなかったものらしい。コンソールルームの音声は、トークバックスイッチを入れてマイクに向かってしゃべらない限り録音ブースには入らない。

　なのでブースから出てきた高杉と相手役の魚津だけが状況を理解できず、コンソールルームを見渡した。そして元凶である大翔に目を向けると、どちらもにやりと笑う。

「何々、俺たちの芝居で泣いちゃったわけ？　若い子は感受性高いね」

「うちの大翔君可愛いでしょ」

　先ほどまで濡れ場を演じていた魚津に、高杉は自慢げに言い放った。今回の相手役である魚津は何度も高杉と共演を重ねているし、年も近いらしく、別事務所ではあるが芝居中以外でも仲が良さそうだ。

　よく声優雑誌でも高杉と共にインタビューを受けている。

「高杉さん、俺鳥肌立ちました」

　言いながらニットの袖をまくると、本当に鳥肌が立っていて、ぶはっと魚津とディレクター、プロデューサーが吹き出した。

「え、そんなに俺の濡れ場気持ち悪かった？」

「違くて、俺感動しちゃって……」

　あからさまに芝居がかって高杉はよよと袖で涙を拭う振りをしたのに、大翔が慌てて言い募るものだから、ますますスタジオは笑いに包まれた。

「これ絶対レポート漫画で描こう」

「勘弁してくださいよ！」

　原作者が張り切ってメモを取り、大翔はまた慌てる羽目になった。

　実際大翔はいたく感動していた。

　女みたいに喘ぐ、と台本や漫画では表現されていたから、裏声や甲高い悲鳴をいきなり使うんだろうか、と考えていたのだが、高杉は芝居の流れのまま、実にセクシーな詰まった息と、押し殺しても漏れる喘ぎを披露してくれた。

　高杉の演技と、高杉に抱かれたときの記憶が大翔の中で結びついて、ようやく三住のアドバイスが理解できた気がした。息を詰めろだの、吐息を混ぜろといった細かい指示の理由がやっと見えてきた。そして、読み込みが足りないと指摘された部分も。

（今更だけど悔しい。あー、時間が巻き戻せるんなら、あのシチュエーションボイスドラマを、一から十まで全部録り直させてほしい）

　誰よりも誇り高いはずの男が、身体を開き委ねる理由や決意、肌を重ねる意味、そういったものを大翔は理解できていなかった。

　濡れ場での詰まる言葉にも、吐く息にも意味があるのだ。

　直後にブースに入り収録した大団円のシーンでは、本当に心から結ばれたヒーローとヒロインを祝福できたし、その芝居はディレクターにも褒めてもらえた。

　収録の後には打ち上げがあった。

　ここでも褒めてもらったし、突然泣き出したにもかかわらず、印象は悪くなかったらしい。よかった、と胸を撫でおろす。

　締め切りが終わったばかりらしい原作者とシナリオライター、魚津、プロデューサーは二次会に行く相談をしているが、大翔は翌日一限から授業があるから抜けさせてもらうことにした。

「すみません、お先に失礼します」

「え、そうなの？」

　頭を下げる大翔に、プロデューサーが声を掛けてくる。

「あの、明日は一限から授業がありまして」

「あぁ、そっか。大学生なんだっけ」

　勉強頑張ってね、などと言われて挨拶をしていると「あ、俺も」と高杉が言い出した。

「すみません、俺も明日早いので失礼させていただきます」

　えー、そうなんですか。などと、残る面々が残念そうな声を上げたが、行く店の算段も付いたからか、ここで解散とはならなかった。

「じゃ、駅まで一緒に行こうか」

　ポンと叩かれた肩がじんわりと熱を持つ。

「あ、えと……」

　顔が上げられない。

「ほら、みんな行っちゃったよ」

　気がつけば高杉とふたり取り残されていた。

　繁華街の雑踏の中にいるのに、急にすべての音が遠くなる。

　控えめにではあったけど、打ち上げで飲んだ酒が急に回ってきた気がした。

　慰めてもらった日のことや、今日の芝居のことがいっぺんにこみあげてきて、目が眩みそうになって、大翔は口元を右手で抑える。

「どした？　そんなに飲んでなかったみたいだけど酔ったか？」

「いえ……」

　高杉の優しい声はずるい。柔らかく鼓膜を揺らして、あの日耳元をくすぐった吐息を思い出してしまう。

「そういえば、あの後連絡くれなかったけど、大丈夫だった？」

「あ、はい……」

「そっか」

　あの日のこと、なかったことにしないで持ち出されるとは思わず、挙動不審になりそうだ。

　意識してしまっているのは自分だけなんだろうか。

　熱を持っているみたいに、頭がふわふわする。

　それ以上突っ込まれないのは、きっと本当に大翔の身体を気遣っただけだからなのだろう。そう思うのに、どんな言葉が続くのかと待ち受けてしまった。

　とくに言葉も交わさないまま、雑踏の中を肩を並べて歩く。

　何か話さなければいけないことが山のようにある気がするのに、何一つ出てこない。

　いや、どんな関係を持ったにせよ、高杉に会ったのはこれが三回目で、話すことなんて特にないはずだから、これで正しいのかもしれないが。

　それならそれで、どうでもいい会話でお茶を濁すのが、社会性というやつかもしれない。

「きょ、今日はすごく勉強になりました」

　とりあえずは今日の感想でも、と軽い会話を持ち出したつもりだったのに、声が震えた。

　どこの乙女だよ、と自分で自分がおかしくなる。

「それはよかった」

　はは。と、高杉が笑ってくれてほっとする。

「本当は泣いたりすると声に影響が出るから、泣き声は出しても、収録現場でガチで泣くって先輩としちゃ褒められたことじゃないんだろうけど、役者としちゃ嬉しい反応だったな」

　眩しいものを見るみたいに目を細められて、目の前がちかちかした。

「大翔君って結構感動しやすい方？」

「……どうでしょう？」

　役者を目指すくらいだし、情動的な方なのだとは自分でも思う。しかし、今日あんなに泣いてしまったのは物語そのものの力もあるが、半ばエウレカみたいな部分もあったのだ。

　体積を正確に測る方法を見つけ出したアルキメデスみたいに、自分が何を理解できてなかったのかがわかって、そのことにも感動した。多分それは大翔以外には理解できない心情だろうけど、わからせてくれたのが高杉の芝居だった。

「感動的なシーンではあったけどさ、大翔君はどこにそんなに感動したわけ？」

「やっぱり『女みたいに喘いでろよ』のところですかね」

　大翔があのシーンを思い浮かべながら言えば、高杉は「えー」と不満そうな声を上げた。

「え、魚津ちゃんに感動してたの？　あんなに情熱的に俺に感動を伝えてくれたのに？」

　鳥肌まで立ててさー、と漏らす高杉に、大翔は慌てて「じゃなくって」と、付け加える。

「魚津さんの演技もすごかったですけど、俺、台本とか原作ではあそこただのエロシーンだと思ってたんです。でも、お二人の芝居でそうじゃなかったんだ、って理解できて……」

　あのシーンは、意固地な『ヒロイン』に、立場を捨てきれない男が自分を受け入れてほしいと縋る場面で、『ヒロイン』は愛ゆえに男を赦し受け入れた。それは確かに女のような愛だっただろう。だが、その愛を裏打ちするのは映画スターである『ヒロイン』の男の矜持だ。

「俺『女みたいに喘ぐ』わけだから、なんかもっと、こう、可愛い？　の、思い浮かべてたんですよ。でも高杉さんの演技プラン全然違くて、ヒロインなのにすごい雄って感じがして、かっこいいなって……」

「女性向けだし、あくまで求められてるのはかっこいい男だからねえ」

　ひょうひょうと軽く高杉は言ってのける。軽く言えるのは、それだけの経験と自信に裏打ちされているからだ。

　今は隣に並んで歩いているのに、隣の人がまだまだ手が届かない場所にいる気がして悔しい。

「そうですけど、なんかそれだけじゃなくて……」

　あれを演じた本人に、どう伝えればあの感動が伝わるのだろうか。

　文字にしきれない吐息はアドリブで表現されていた。

　喘ぎ声なんて、興奮してはぁはぁ言ってるだけで、どんな風に演じても大した違いはないと、どこかで思っていた。

　かっこいいセリフ回しとか、滑舌だとか、アーティキュレーションだとか、そういうものが大事なんだと、大翔は声優の癖に考えていた。喋ることが芝居なのだと。

　だけど、大事なのは多分気持ちを乗せることで、技術はそのために必要なものなんだと、肌感覚で理解できた。養成所の頃から、気持ち気持ちと言われて、できるような気になっていたけれど、これっぽっちもわかっていなかった。

「今日、あの時三住さんに言われたことがよく理解できて……ほんと、あの日の収録やり直したいです。何ていうか……愛だったんですね」

　うまく言葉にできずに『愛』なんて簡単な単語に落とし込んだが、たぶん言われていたのはそういうことなのだ。不器用にでも言葉にすれば、すとんと胸に落ちてきて、悔しさに歯ぎしりをしたくなるような気分だ。

「愛ねえ……大翔君てば、声もだけど少年漫画の主人公っぽいよね。そういう熱いヤツ好きだわ、俺」

　くくく、と笑いながら、わしわしと大きな手で大翔の頭を掴み、髪を掻き混ぜてくる。

　子供扱いされているみたいだが、不思議に気分は悪くなくて、今日の感動をもっと伝えたくなった。

「マフィアの方はなんだかんだ言って好きだとか、愛してるとか、いろいろ言うじゃないですか。でも、映画スターの方はそういう感情を表すセリフみたいなの少なくて、漫画だと表情でマフィアに惹かれてるのわかるんですけど、言葉面だけだと突き放すみたいなセリフばっかりで……高杉さんも結構つっけんどんにそのあたり演じてたんですけど、なんか、こう……すごい伝わってきて……」

　漫画のキャラはあくまで創作された人物だ。けして知己ではない。なのに、親友みたいな、良く知る人物に思えた。物語に描かれていない人生まで立体的に感じた。

　たぶんそれが、この高杉という役者の力だ。

「吐く息一つまで、マフィアのことが好きなんだな、ってよくわかって……自分はそんなに他人を好きになったことがあるのかなって感じました」

　役者にとって経験は大切だ。

　高杉との一件でそれは骨身に沁みた。

　きっと高杉と肌を重ねたことがなければ、今日の収録でも、ここまで理解することはできなかったに違いない。

　だが、それでは、人殺しの役をするためには人を殺さなくてはならないし、難病患者を演じるためには難病にかからなくてはいけなくなる。ピーターパンを演じるには生身で空を飛ばなきゃいけないことにだってなる。

　大事なのは想像力で、想像力次第でいくらでも見たこともない人生の扉が開く。でもそのための鍵を持っているかどうかっていうのも必要で、その鍵になるのが経験なんだろう。

「感動したから余計に、今の俺、いろいろ足りてないなって思えてきちゃって……男同士っていうのに囚われちゃって、ふたりの関係とか全然理解できてなかったし、そのくせ男ってものも、一応二十年男やってきたくせに何もわかってなかったって言うか……」

　話したいこと、言葉にしたいことが多すぎて、もう支離滅裂だ。

　何を話していいかわからない、なんて考えていたくせに、話し始めればやけに饒舌じょうぜつに自分語りを始めてしまっていると、我に返って大翔ははっとした。

　前回ほどは飲んだつもりはないが、やはり今日も酔っているのかもしれない。

「す、すみません……なんか、俺、今日も酔ってますね」

「謝らなくていいよ。そういう話、俺も大好き」

　高杉は立ち止まると、大翔の顔を覗き込んできた。

「いろいろ足りてない……ね。それならさ、俺と恋人ごっこしてみない？」

　ぎょっとして目を瞠った大翔に、垂れ気味の目をしならせ、耳元に唇を近づけてくる。

「今日は、あの日ほど酔ってるわけじゃないよな。だから、酔った勢いなんかじゃなく。別に酒のせいにしても構わないけど」

　どくん、どくん、と心臓が存在を主張する。

「それに、俺もう少し大翔君と、話がしてみたい。明日早いんだっけ？　ちゃんとさ、休めるとこ行こ？」

　熱が回る。

　酒のせいにしてもいいとは言うが、今日行けばそれはもう気の迷いとかノリでは済まされない。

　自分が何をされるのかはわかっている。

「ビジネスにもどうぞ、のホテルですね」

「うん、そ」

　大翔があの時にした会話を振れば、高杉は少しだけ驚いた顔をして、機嫌良さそうにホテルが立ち並ぶ一角に向けて進路をとった。

　明日もあることだしと大翔は酒を控えめにしていたが、高杉はどのくらい飲んでいただろうか。やはり今日も酔った勢いだとか、酔うと誰彼構わず人肌が恋しくなる性質たちなんだろうか。

　別に大翔はゲイのつもりはない。

　それなのに、抱かれるのがわかって男についてホテルに行くなんて、どうかしている。

　でも、あの日触れあった記憶をもう一度なぞってみたかった。

　ちゃんと自覚して、自分が何をしているかを理解しての経験にしたかった。

（結局これって探求心なのかな。役者ならでは、ってヤツ？）

　正直なところ、まだ男に抱かれたいなんて気持ちは理解できないし、相手が高杉じゃなかったとしたら、ついてなんていかない。尻に何かを入れると思うとぞっとする。

　けれど、高杉とはもう一度肌を合わせてしまっているからか、そこまでの嫌悪感が湧いてこず、むしろあの日の快感をもう一度確かめてみたいような好奇心が頭をもたげてきてしまう。

（酔ってなくても男とできるか、確かめたいだけだから）

　自分に言い聞かせて、高杉の背中だけを見た。

　高杉が選んだホテルは、前回入ったところよりも若干ラグジュアリーで、いかにもカップル向けといった感じのホテルだった。

　前回のところは、内装はともかく外観はビジネスホテル然としていたが、今回のホテルは外観も入ってすぐのロビーもいかにもといった風情だ。ふたりずつに区切られた待合スペースがいかがわしい。

　ロビーは無人で、光るパネルで空き室案内がなされているのがどことなく近未来的だった。

「……高そう」

「そうでもないよ？　今日平日だし」

「俺、あんまり金ないです」

　前回は支払いをすべて高杉にさせてしまったことを思い出す。落ち着いているつもりだったが気が動転していたし、支払いのことなんてすっかり頭から飛んでいた。

「あぁ、いいって。そのあたりは気にしないで。準所属の学生じゃ金ないでしょ。バイトだって思うようにはできないだろうし」

　なんて、俺もそんなにあるわけじゃないけど、と笑いながら、光るパネルを指して、部屋を選ぶように促される。

「ここからなら、学校近いだろ？　泊まっていこうよ」

　軽く言われて、震えそうになる手をパネルに伸ばした。

（こういうの高杉さんは慣れてるのかな。慣れてるよな、絶対）

　一番安い部屋と一番高い部屋のパネルは電気が消えていて、あとはほぼ似たような価格帯になっている。添えられた文字を見る限り、オプションのジェットバスや何かといった違いがあるようだが、そんなものを比較検討できるほどの心の余裕はなく、手を伸ばした先のパネルボタンを適当に押す。

　かこん、という軽い音と共にカードキーが吐き出された。

「まるで自動販売機ですね」

「確かに」

　まったく落ち着かないのに、平然とした顔を装って見せるのは、なけなしのプライドだ。

　若干落とされた暖色系の照明が照らす廊下を進み、エレベーターでは階数表示を見上げる。目当ての扉を開くと、下のパネルで確認したよりも若干広さを感じさせる部屋だ。






　部屋に入るなり、柔らかく抱き込まれ、鼓動が跳ねあがる。

「まずは、連絡先交換しようよ。明日の朝、またバタバタするのもアレだしさ」

「連絡先……？」

　恐る恐る高杉を見上げると「ん？　だって恋人でしょ？　デートとか誘いたいじゃない」と、携帯を取り出している。

「え、恋人ごっこってそこからですか？」

　デートも何も、今日この時間を指していると思えば、そのごっこ遊びは継続して行われる種類のものであるらしい。

（今日だけじゃないんだ……）

　ぽかんとする大翔に、高杉は携帯を振って見せた。

「一応名刺渡したけど、登録してないだろ。失くしたんじゃないかと思ってさ」

　尊敬する先輩からもらった名刺を失くしたわけがない。いつだって持ち歩いていたくて、今も大切に定期入れの中にある。ただ、自分から連絡することはないだろうことを読まれているのだな、と、大翔はおとなしく携帯をロック解除して差し出した。

「え、俺が操作しちゃっていいわけ？」

「お願いします」

　別にみられてやましいものもないし、どうにでもなれという気分だ。

「ほいほいほい、と」

　高杉は立って大翔を抱き寄せたまましばらく大翔の携帯をいじると、受け取った携帯で自分にメールして、それから嬉しそうに着信した自分の携帯を振った。

「俺の番号、ダーリンで登録しといたから」

「……酔ってます？」

　確認してみたら名前は普通に登録されていたが『関係』欄がパートナーに設定されていて脱力する。

「プロフィールのこんな欄、初めて見ました」

「おっと、大翔君の初めてもらっちゃったな」

　高杉が楽しそうでなんだか調子が狂う。そっと自分を緩く拘束する腕から抜け出して、ベッドに腰掛けると、大翔は頭を抱えた。

「初めてなんてとっくに奪われてるじゃないですか」

　別に恨んでなんていないけれど、恨みがましく唸るしかなくて、顔が上げられない。何がおかしいのか、ふはっ、とまた高杉は笑った。

「だね」

　ベッドに膝がのり、マットが沈み込む。

「大翔君、緊張してる？」

「少し……いや、かなり緊張してます」

「ははは、正直だね」

　大翔の癖のある髪に、ゴツゴツとした高杉の指が通され、耳殻じかくをなぞった。キスされる、と身を固くしたまま高杉の目を見ると、こつり、と額が重なる。

「……俺も」

「っ……うっそだぁ……」

　思わず漏れた否定に、くくく、と高杉は笑う。本当によく笑う人だ。

「ひっでえなぁ、疑わないでよ。本当だよ。ほら、こんなにドキドキしてるだろ？」

　取られた手を胸のあたりに押し付けられる。ぶわりと全身が熱くなって、血流が早くなって、鼓動が高まった。自分がドキドキしすぎて、他人の鼓動なんてわからない。

「わ、わかんないです……」

「はは、すっげぇ真っ赤。うまそ……」

　頬に口づけられ、ますます鼓動が早くなる。

（そういえば、あの時、どうしてすることになったんだろ……なんだ、結構記憶ないんじゃん）

　初めての日のことを思い返し、大翔は愕然とした。

　記憶はしっかりしているつもりだったが、ところどころが抜け落ちている。

「こーら、何か余計なこと考えてるだろ。もっとこっちに集中して」

「は、はい！」

　服の隙間から滑り込んでくる手は冷たい。感じた冷気に縮こまり固くなった乳首を摘ままれ、大翔ははっと息を洩らした。

　コリコリと捏ねられると、背中をぞくぞくとしたものが伝う。

　あの時もそんなところ感じるわけがないと思った。でも現実に感じてしまっている。

　初めての時には、口に指を突っ込まれていたせいで歯を立ててしまったのを思いだし、そっと唇を開くと、息を吸い込んだ。

　口の中に指を入れられていた時にはとめどなく唾液が出たが、またじゅわりと口の中に唾が湧く。

（やばい……これ……）

　全身が性器になったみたいだ。触れられている場所はもちろんのこと、動く空気にも皮膚が粟立つようで、自分が高杉を全身で感じようとしているのがわかる。

「大翔……」

「ひゃ、ひゃいっ……」

　ずるい。高杉の声は凶器だ。そんなにいやらしい声で名前を呼ばないでほしい。

　名前を呼ばれただけなのに、全身が反応してしまっている。下肢が存在を主張し、腰が浮きあがる。座っているのが辛くなって背中に傾く身体を、そっと横たえられた。

「ほんっと、可愛いよな……」

　声にならない息で、ぞわりと全身の産毛が逆立ったみたいな感覚がある。

「やっぱり、こんな仕事選ぶだけあって耳、弱い……？」

　さっき触られたのとは反対側の耳を、今度は指先で形をなぞり撫でられる。

「あ、あの……今まで耳が弱いだなんて思ったこともないけど、そうだったのかもしれない、です……」

　ガチガチに全身へと力が入る。初めてではないはずなのに、これっぽっちも慣れる気がしない。

「あれ、俺が開発しちゃってるのかな……？」

　高杉は楽しそうに、大翔の体中に指を這わせ、大翔が身を縮める度に反応があった個所を入念にくすぐり、反応が鈍りだすと次の箇所に移動するのを続けた。

「ちょ、ま、くすぐったいです……そんな……」

　触れられないままの身体の中心はとっくに勃ち上がって刺激を待ちわびているのに、あえてそこを外して高杉の手は大翔の身体を這いまわる。

　肌蹴られた服は、その途中で器用に剥がされた。

「こっちも脱がせていい？」

　するりとベルトが抜かれ、パンツのフロントホックに手がかかる。

「ぬ、脱がせるだけ、ですか……？」

「ん？」

「い、いじ……わる……」

　大翔は高杉の手を掴み、自分の屹立したそれに押し付ける。こんなことをしている自分が情けなくてみじめで、それでいて興奮した。

「お、俺、もうこんなになってるのに……さっきから焦らしてばっかで……もっとちゃんと触ってくださいよ……」

　生理的なものなのか、心情的なものなのか、うっすらと涙の張る目で高杉を睨みつけると、高杉はたまらないとでも言いたげに、薄い舌で自分の唇を舐めた。

「悪い、焦らすつもりじゃなかったんだけど、大翔君の反応がいいからさ……だってほら、俺ももうこんなだよ」

　高杉は大翔の左足を抱え上げると、太ももの裏に腰を押し付けた。硬く屹立したそれが足の筋にごりりと当たる。

「ひっ……」

　押し付けられたものが固くて熱くて、大翔は息を飲んだ。

「ちょっと待っててね。すぐこれ、あげるから」

　大翔のボトムを剥ぐ手がいささか乱暴になったのは、気が逸っているからなのか。高杉の息が荒くなっているような気がして、大翔はくらくらする。

　抑えが効かないぐらいに求められているみたいだ。

　自分から触らせはしたが、どうしようもないくらい欲望も露わな自身を晒したままにするのも恥ずかしくて、大翔は身体を捻って体を横に向ける。下半身はややうつ伏せになるような格好だ。

　もっと触ってほしいのに、もう少し余裕が欲しい。

「ひっ」

　高杉が着衣を脱ぎ捨てる間に呼吸を整えようと試みていると、熱い手のひらが臀部に触れてきて息を飲む。

「今日はこっちからの気分？　それがいいかもね。慣れないうちは後ろからの方が楽らしいし」

　するりと臀部の丸みを撫でて、双丘の狭間へと指が沿う。後ろからの方が触れやすいのか、受け入れることを教えられた部分に指先が引っかかる。乾いた指先でも痛みのない程度にくちくちと弄られ、身を固くする。

「大丈夫。優しくするし、大翔君の気持ちいところ、ちゃんと覚えてるから」

「だ、から……耳元で囁かないで下さ……い……っ」

　抗議すると、返事の代わりに耳にキスを一つ落とされた。

　高杉は体を起こすと、枕元のローションパウチを取り上げ、見せつけるように手のひらにあける。

「とろっとろのぐっちゅぐちゅにやわらかーく解してから、いっぱい苛めてあげるからね」

「っはは……そのセリフ高杉さんのじゃないし、喧嘩するとこのヤツじゃないですか」

　高杉が口にしたのは『鐵の明星』で、映画スターとすれ違ったマフィアが、意地っ張りな映画スターにしびれを切らせたときのものだ。言葉責めというわけでもなく、半ば啖呵のようなセリフだった。この後ふたりはセックスするが、さらにすれ違いが加速してしまう。

「あ、覚えてた？」

　にぃっと悪戯っぽく口の端を上げて、高杉はローションで糸を引く指を会陰部に往復させる。笑ったことで緊張のほぐれた身体が、くすぐったさにまた固くなる。そんな反応を宥めるみたいに、くすぐってなぞって、高杉は自分の体温を大翔の身体に馴染ませていく。

「トロトロな方が恋人セックスって感じしない？」

　指先が固く閉じられたそこに挨拶を繰り返し、穏やかに皺をなぞる。何度も何度もノックされて、緊張と弛緩を繰り返すそこは、やがて指を受け入れ始める。くちゅくちゅと湿った音がして、まるで濡れてきたみたいに感じる。

「……んっ……んぅっ……」

　どんなに気遣われても、異物感が完全になくなるわけではない。

　一瞬だけ強引に指が侵入してきて、大翔は息を詰めた。

「ほーら、大丈夫大丈夫。怖くない、痛くない。痛くなんてしないから、俺に任せて力は抜いてて」

　高杉の声は催眠術でもかけようとしているかのようだ。

「俺のこといっぱい感じて、気持ちよくなろうよ」

　頬にキスを落としながら、少しづつ少しづつ大翔のそこを掻き混ぜる。わずかにできた隙間に空気が入る感じが何とも心もとなく、不安を掻きたてる。しかしその不安を埋めるみたいに優しいキスが繰り返される。

　指の腹で皺を伸ばし、関節を押し付けて広げ、指が入り込める余地を広げて、段階を踏んで指が増やされ、二本目が入り込んでくる。

　どうしたって意識はそこに集中してしまって、意識すればするほどアヌスがひくつく気がして恥ずかしいのに、早くそこを使って高杉が気持ちよくなればいいのにという気もして、優しすぎる愛撫に落ち着かない。

「も、もっと乱暴でも構いませんから……」

　早く、と急かすと、子供をなだめるみたいに、指を入れていない方の手で髪を撫でられた。

「そうやって煽んないの。可愛い後輩に乱暴なことなんてしたくないんだから。いいから、俺の手で気持ちよくなっててよ」

　こめかみにキスなんて落されると懇願こんがんされているみたいだ。

　ぽたりと高杉の額から落ちた汗が頬に落ちる。

　大翔だって男だから、勃起した状態でお預けを喰らったままみたいな今の高杉の状況が辛そうなのは理解できる。それに大翔の方だって、与えられてるのが射精に繋がるような快感ではないから、下腹部に溜まるモヤモヤが解消されないまま揺蕩っている。

「そうじゃなくて……俺が……もっと激しくしてほしい、っていうか……」

　もぞりと太ももをすり合わせる。出し入れされるのも、前立腺をゆっくり押されるのも気持ちはいいが、もっと射精に繋がるような刺激が欲しくて、腰が揺れてしまう。指では届かない奥が甘えたいと訴えている。

「挿れちゃっていいの？　まだちょっときついかも」

　戸惑うように高杉が確認してくる。

「少しくらいきつくても構いません。もっと、俺、高杉さんのこと感じたい」

　さっきから背中がぞくぞくしているのが快感なのか掴みきれない。もっと激しくしてもらえればそれがはっきりしそうな気がして、大翔は強請る。

「っまえ、っざけんな……」

　歯を食いしばって高杉は唸り、猛った先端を指を抜いたばかりのそこに押し当てる。

「痛くたって知らないからな」

　脅し文句を口にしながらも、高杉の動きは穏やかで優しかった。ぐぅっと圧迫するように押し広げ、少しずつ入り込んでくる。

「っはぁ……」

「そうそう、ゆっくり息吐いて。口は開けたまんま、息もゆっくり」

　ぼたぼたと高杉から滴る汗が、大翔の腹辺りを濡らす。

　くぽり、とカリの一番円周が大きいあたりがはまり込み、さらに押し付けられて先端がすっかり収まる。そのままさらに腰を進められると、肉襞がカリ首にこそげられる。

「んっ……」

　斜めから前立腺が押し込まれ、擦り上げられると脳内をびりびりと電流が走った。

「っや……っは……あっ……あぁっ……」

「もうすぐ一番太いとこ通るよ」

　軽く腰を前後させ、勢いを付けるとずぷりと刀身がさらに深く入り込む。

「っあぁ……」

　期待に膨れ上がった前立腺を熱い塊が押し潰し、圧迫する。みちみちと広げられた肉道が雄を受け入れ、歓喜する。

「や、やっば……これ、きもちい……」

　絶え間のない刺激にはくはくと必死に息を吸い込めば、自分とは違う生き物の匂いで胸がいっぱいになった。押し広げられるのは苦しいが、その苦しさが何とも言えず心地いい。

「……っは、きっつ……俺の方がちょっと痛いくらい……」

　高杉がかすかに苦笑して、ぐっとさらに腰を押し付けてくる。

「ほら、全部入っちゃったよ。俺のこと感じてくれるんだろ」

　からかうように奥で軽く腰を揺らしてから、おもむろに長いストロークを取って、ずん、と突かれた。

「っあ……」

　濡れた皮膚と皮膚がぶつかって、スパンキングみたいな音を立てる。

　ぞわぞわと快楽を拾い上げる身体が、高杉のモノに貪欲に吸いついて搾り取ろうとしている。

「……っから、こんなに締められちゃ、またすぐイっちゃうって」

　高杉は歯を食いしばり、射精の波をやり過ごそうとしているらしい。振りきるようにしてパンパンとリズミカルに突かれると、勃ったままの大翔のモノがぶるんぶるんと揺れた。

「マジで気持ちよすぎるんだけど、勘弁してよ……」

　はぁはぁと息を乱れさせて、高杉は大翔のモノを握り擦りながら腰を振った。

「いっ……やっ……両方一緒になんて……っ頭、真っ白になっちゃうから……」

　自分のモノを握る手を止めようとするが、快感に力が籠らない手はほとんど添えるだけだ。

「っ……そのうち、おしりだけでイけるようになろうね……けど、今は勘弁して……こんなんじゃ俺ばっかイっちゃいそうだからさ……もう、止まってたって吸いついてくるってなんなんだよ……」

　くちゅくちゅと亀頭を捏ね回されて、大翔の腰が逃げたがるが、後ろから串刺しにされたままでは逃げることなど叶わない。自分から腰を振る形になって、自分で自分を追いつめてしまう。

「っ……高杉さっ……俺、も、ほんと……イっ……から、手、離して……」

　大翔が訴えかけると、高杉は手の動きを速め、さらに大翔を追い上げていく。

「なんで？　気持ちよくなろうよ。ほら、気持ちいいでしょ。いっぱいイっていいんだよ。ほら……おしりも気持ちいいね……」

「み、耳……声……やぁっ……」

　ダメだと伝えたはずなのに、低い声で耳元で囁かれ、腰の奥からぞくぞくと熱いモノが身体の中を駆け抜ける。内側からも外側からも追い立てられて、絶頂はあっという間だ。

「っく……イクっ……っあ……」

　高杉の手を吐き出した白濁が汚していく。骨盤底筋がきゅうっと伸縮して、高杉を受け入れている後孔が小刻みに痙攣けいれんする。

「……ぅお、中、締まる」

　高杉の律動も止まり、がくがくと震える。吐き出された熱を中で受け止めて、大翔はまた頭が白くなるのを感じた。

　こんな感覚は、高杉に抱かれるまで知らなかった。

（……普通にできちゃったな）

　愛しそうに頭を撫でてくれる手が気持ちいい。

　とくとくと普段より早い鼓動は運動のためなのか、それともごっこ遊びに心が伴おうとしているのか、今は判別したくなかった。

（恋人ごっこって、何するつもりなんだろ……）

　脱力する身体でくったりと高杉に体重を預けようとすると、高杉はそれを受け入れて、高杉も大翔の方に寄り掛かってくる。

　しっとりとした肌は密着度を高めて、ますます隙間なく距離を近づける。

（あ、何か幸せっぽい）

　多分生き物って温もりを感じるだけで幸せになるんだな、なんて一つ悟ったようなことを思いながら、高杉にくっついている後頭部をグリグリと動かす。

「……俺からも連絡していいんです？」

　ぽそりと小さな声で聴くと、高杉は「もちろん」と大翔の髪に鼻先を埋めながら返してきた。

















第三章　悪戯ロールプレイ












「げ、マジか」

　登校して掲示板を確認すれば、取っている二限と四限が休講になっていた。

（おとといの内に掲示してくれてれば、大学まで来ないで済んだのに）

　学内連絡サイトを先に確認しておけばよかったのかもしれないが、そちらでの休講情報は若干当てにならないために、チェックする習慣がない。

　大翔は軽く舌打ちしつつ携帯で時間を確認した。

　今日の授業は二限と四限だけで、バイトも入れていないから丸一日予定が空いた格好だ。

　初めから休みだとわかっていれば、家で惰眠を貪るなり、外出の予定を入れるなりするところだが、大学まで来たのに何もせず家に戻るのももったいないような気がする。

　初めからわかっていれば、恋人ごっこの相手である高杉とふたりで過ごすことだってできた。

（って、何考えてるんだ。恋人ごっこ。『ごっこ』。何浸ってんだ）

　溺れすぎないようにしようと思っているのに、流石役者というか、高杉はいつだって完璧な恋人で、ついごっこだということを忘れてしまいそうになる。

　恋人ごっこはあれから一月ほど経つが順調だ。

　空いた時間に他愛もないメールを交わして、時間が合えば食事や映画、観劇に足を運ぶ。傍から見れば親しい友人にしか見えないかもしれないが、週に何度かは肌も重ねる。

　その時には、一応愛の言葉なんてものも囁いてみる。演技指導が入ったり、いやに大仰な芝居がかった言葉を交わすのもご愛敬だ。

　空いた時間を少しでも一緒に過ごそうとしてしまうのは、若干ごっこ遊びの範疇を越えているような気がする。

（……事務所に顔出してくるかな）

　別に事務所に行けば高杉に会える、だとかそんなことを考えたわけじゃない。大体今日高杉には昼過ぎの遅めの時刻から、レギュラー番組の収録が入っている。お互いの予定を報告し合うくらいには、本格的なごっこ遊びなのだ。

　とにかく役者なんてものはコネの世界だから、まずは自社のスタッフに顔を覚えてもらって、自分のために仕事を取ってきてもらえるようにならないと。そんなことを教えてくれたのは誰だったか。

　小さな事務所ならいざ知らず、アンオミテッドは準所属に預かり、養成所生まで加えるとかなりの役者を抱える事務所だ。何人かいるマネージャーの中でも、きちんと大翔のことを覚えてくれていて、かつ、仕事を取ってきてくれるまでに覚えてくれている者がどれだけいることか。

「グロスで請け負ったキャスティングの候補には入れてもらえてるけど、今まで貰えた仕事なんて、高杉さんとか売れてる先輩たちのおこぼれみたいな端役だもんな。俺も自分で仕事がもらえるようにならなくちゃ」

　それでも仕事があるだけありがたいことで、それらの恩恵にあずかれている者といえば、大翔も含めてほんの一握り。外部のオーディションどころか、内部の仕事の奪い合いでさえ過当競争だ。ブレブレの時のように、見学にねじ込んでもらえる機会だってあまりない。

　よほど運だかコネだか才能だかに恵まれたのでもない限り、いや、恵まれていたとしたって、その中で自己を主張できるものだけに狭き門が開かれているのだから、まだまだ足りない凡才を自認している大翔としては、せっかく空いた時間に事務所に足を運ばないという選択肢はない。

「おはようございます」

　事務所に顔を出すと、総括マネージャーが電話をしているところで、バチンと視線が合った。

「佐久間君、今日これから予定ある？」

　保留にする手間も惜しいのか、送話口を手で押さえ、早口に総括マネージャーは聞いてきた。

「いえ。今日はあと家に帰るだけです」

　愛想よく小声で答えると「あ、じゃあ少しいてくれる？」と聞かれて、大人しく電話が終わるのを待つ。

　漏れ聞こえるところによると、どうやら大翔と同じく駆け出し声優の一人が体調を崩したらしい。他人の不幸を喜ぶようないやらしい気持ちはないつもりだが、どうやらその御鉢が回ってきそうだと、大翔はドキドキしながら会話の行く先を見守った。

　自己管理への軽いお小言と、お大事にという月並みな言葉で電話が締めくくられ、マネージャーはほっとした顔になった。

「いやー、いいタイミングで来てくれたわ。今日、ハルアフの収録に行くはずだった子が風邪ひいたらしくて。知ってる、ハルアフ？　ハルモニーアウフタクト」

「あ、はい。名前だけは一応」

　元は女性向けゲームが原作の、深夜帯にやっているアニメで、高杉がレギュラーでメインキャラクターの一人を演じている。

「あぁ、なら話は早いわ。モブキャラだから、絶対に代わりがいるってわけじゃないけど、佐久間君行く？」

「はい！　お願いします！」

　この好機が逃せるかと勢い込んで返事をすると「ラッキーだったねー」などとのほほんと言いながら、総括マネージャーは電話をかけ始めた。

　　今日風邪でダウンしたらしい誰かの代わりに現場に行けることになって、大翔は小さくガッツポーズした。












「あんたの手に奏でられてみたい」

　乙女ゲームが原作のハルモニーアウフタト、略してハルアフは、とにかくこれでもかと様々なタイプのイケメンにヒロインが口説かれる作品で、放送回ごとにメインとなるイケメンが変わる。キャラクターを演じるのは、ほぼ原作のゲームで声を当てているのと同じ面々だ。

　今日はたまたま高杉が演じるキャラがメインとなる回だったらしい。

　主人公であるヒロインへ向けて、ひたすらに甘いセリフが高杉の唇から紡がれる。

（……高杉さんもこんな風に女の人を口説くのかな）

　飛び交う甘いセリフについぼんやりしている間に収録は進み、休憩に入った。

「奏でられたい、かーらーの、あんたはどんな音で鳴るんだろうな、ってすっごくエロくないですか!?」

　ヒロイン役の安方あがたみうが、感極まった、と言いたげに溜息をついた。ブレブレではマスコットキャラ役だが、このハルアフでは彼女が主人公だ。ちなみに原作ゲームではヒロインには声が付いていない。

「今回結構きわどいセリフが多いよな」

「ていうか、回を追うごとにそういうセリフ増えてません？　特に四条。絶対高杉さんのせいだと思うんですよね。このエロボイスが！」

　キャラそのままの可愛らしい声で安方が吠えた。安方のアニメ声はほぼ地声なのだ。安方みうは可愛らしい声に見合った可愛らしい容姿の女性だが、素の言動はちょっとおかしい。声優の素顔が覗けるラジオやトークショーでは、だいたい演じるキャラと違う意味で愛されている。

「……そりゃどーも」

「うっわ、わざとらしいタメ作りましたね、今。そういうのは金とってやるべきだと思います。儲けは四分六でいいですから」

「それ、六の方、安方さんがとるんでしょ」

「あったりまえじゃないですか、プロデュース料ですよ」

　四条、というのは、ハルアフで高杉が演じているキャラだ。メインキャラの中でもヒロインに対してスキンシップや怪しい発言が多い。

　もともと原作中でも思わせぶりなセリフが多かったのだが、ＦＤ以降、つまり高杉が四条の声を当てると決まってから、ますますその傾向に拍車がかかった。安方が言うように、高杉のせいでそうなったと、ファンの間ではもっぱらの評判だ。

　安方と高杉の会話は楽しげで、先ほどまで演じていたキャラたちとはまた違った意味で、乙女ゲームのようだった。

　ツキン、と胸の奥に痛みを覚え、大翔は俯いた。

　恋人ごっこをしようと申し出てきたのは、高杉の方だ。だけど、あくまでごっこはごっこで、可愛らしい安方と男らしい高杉が笑顔で言葉を交わしている方がよほどお似合いに見えた。

（……あー、俺嫉妬してんのかな）

　口説き文句を紡いでいるのは高杉本人ではなく、高杉が演じている四条という男だというのに、アニメのキャラであるヒロインにまで嫉妬したし、こんな風に口説くのかな、なんて想像の中の相手にも嫉妬して、今は高杉の仕事仲間である安方に嫉妬している。

　いい雰囲気に見えるが、それはきっと大翔の目に何らかのフィルターがかかっているからで、きっと安方と高杉の二人にそんな意図はないのだろう。

　だって、他の共演者たちだってなんのてらいも躊躇いもなく会話に加わっている。

　考えてみたら、こんな嫉妬するのも初めてかもしれないな、と、自分の経験の中に嫉妬を書き加えて、溜息をつく。

　痛みだってきっと貴重な体験だ。まだその痛みを愛せるほどの境地には達せないけれど。

「ねー、大翔君はどう思う？」

「へ？」

　いきなり安方に話を振られて、大翔はきょとんとする。

「高杉さんの声はエロすぎだよね！」

「あぁ、はぁ……」

　何だ、その話がまだ続いていたのか、と振られた言葉を咀嚼そしゃくして、大翔は息を飲んだ。

「あ、え、エロい、……と、思います」

　その最中の声を思いだし言葉に詰まる。うっかりしたら身体が反応してしまいそうで、思わず唇を噛んだ。

「ほら、ほら！　後輩もこう言ってますよ、高杉先輩！」

　顔が熱い。誤魔化すために、手の甲で何度も口元を擦る。急に口の中が粘ついた。今喋ったらひどいリップノイズを立ててしまいそうだ。

　ペットボトルの蓋を開けて、喉というか口を潤し、上を向いて、喉の方にも湿り気を加え、首を回しながら飲み込む。

「大体、いつの間に大翔君のこと、名前呼びになったんですか？　ブレブレの時は名前でなんか呼んでなかったですよね？　それが嬉しそうに名前連呼しちゃって。いくら同じ事務所だからって距離縮めるの早すぎないですか？　高杉さんのスケベ！」

　思わず飲んだ水を吹き出しそうになったが、高杉はといえばマシンガンのごとく吐き出される安方の言葉に、むしろニヤニヤ笑いを隠さない。

「仲良くなるのに、時間や回数は関係ないでしょ。それより、何安方さんまで名前呼びしてんの」

「そりゃ、高杉さんの『大翔君』が感染うつったんですよ。ずるい、私も若い子と仲良くなりたい！」

　謎の主張をしている安方を煽るみたいに、高杉は大翔に近づいてくると、肩を抱き込んだ。

「どーするー？　安方さんはあぁ言ってるけど、仲良くしてあげるぅー？」

　完全に煽る素振りに呆れて、大翔は大きく溜息をついた。

「ありがとうございます。名前なら、名字でも大翔でも呼びやすい方で構いませんよ」

　こんな風に不用意に近づかれると、ドキドキしてしまう。それとなく肩に回る手を外し、高杉から距離を取る。

「溜息吐かれてる」

「ウザがられてる」

「えぇ、大翔君なんか冷たくない!?」

　ツッコミが安方からだけでなく入り、高杉がすねるように大翔の肩口に人差し指でのの字を描いた。

「やめてくださいって」

　軽くあしらって手を払えば、高杉はしゃがみこんで床にのの字を描き始めた。

「……大翔君が俺ばっかり邪険にする」

「そりゃ、ウザ絡みしてくるの高杉さんだけですもん」

　上手く笑えているだろうか。大翔は高鳴ったりきしんだりと忙しい胸に拳を当てる。

　高杉とのことはごっこ遊び。周囲にあからさまになるのは、高杉だって本意ではないはずだ。

　それなのに、大翔の身体と心は、勝手に高杉との関係を主張したがる。

（失敗したな。今度から同じ現場は避けよう）

　こんな幸運が何度もあるとは思わないが、もし次にあったら、少なくとも自分から進みでたりはすまい。

　だって、普通に振る舞える気がしないから。

　せっかく振ってもらった現場なのに、余計なことばかり考えている気がして、大翔は内心溜息をつく。

　きっと学ぶものは山のようにあるのに、今の自分にはそれを掴むための手がない。












　大翔は若干項垂れた気分で帰路を急いだ。

　とくに出とちりのような大きなミスはしなかったし、何かダメ出しを受けるようなこともなかった。けれど、可もなく不可もなく。大体ほとんど出番のないモブに、ダメ出しなんてほとんどない。

　確かにセリフはほとんどなかったけれど、芝居をする時の、現場の空気を感じている時の、いつもの高揚が少しも感じられなかった。

（何だよ、俺。高杉さんのことだけでいっぱいいっぱいじゃん）

　とにかく考えるのは高杉のことばかりで、仕事に対しての集中力に欠けていた。そんな自分が許せなくて、誰かに声をかけられる前に学業を言い訳に、早々に場を辞した。

　こんなみっともない自分のまま他人の前に立っていられる気がしなかった。

　重苦しい気分のまま、足を引きずるようにして歩いていると、背後から肩を掴まれた。

「大翔君」

「う、え……？」

　追いかけてきたのは、大翔をいっぱいいっぱいにしている当の本人、高杉仁で、なんだか焦っているみたいな顔をしていた。

「ね、ひょっとして大翔君も具合悪かったんじゃないか？　なんか、収録中から様子が変だったし」

「え……は……え？　具合、悪い……？　誰が……？」

　咄嗟のことに何を言われているのかわからず、ぼんやりと聞き返すと、高杉の方もわけがわからない、と言いたげに首を傾げた。

「え、今日来るはずだった子、体調崩したってマネージャーから聞いてるけど、風邪流行ってたりするんじゃないのか？」

「あ、あぁ……いや、詳しいことはわからない……聞いてないです。俺も風邪ひいてるわけじゃ……」

　あやふやなまま答えられることだけを口にすると、高杉はほっとしたように表情を和らげる。

「調子悪そうだったし、先に帰っちゃうからてっきり。ごめん、余計な心配した。課題でもあったかい？」

「あ、いえ……」

　言葉を濁し目を背けるばかりの大翔を不審に思っているのか、高杉はそっと大きな手を大翔の額に当てた。途端にぼっと全身が熱を持った気がする。

（高杉さん、俺のこと心配して追いかけてきてくれたんだ）

　きっと心を痛めただろうに、それが嬉しくて申し訳ないなと思う。でも、やっぱり心配して気遣って追いかけてきてくれたことが嬉しい。

「……ん？　やっぱり熱あるかな？」

「いや、大丈夫です」

　観念した大翔は、手を掴んでどけさせると特大の溜息をついた。

「心配かけてすみません。ただちょっと自分がふがいなくて落ちこんでただけです。だから、どうぞご心配なく」

「今日、大翔君が何か落ち込むようなことがあった？」

　今日の大翔は特に失敗はしていない。大翔のせいで収録が中断するだとか、リテイクが出るだとか、そんなことはなかった。

　むしろ、普段とは違う人間が現場にいるせいか、いい意味での緊張感が生まれ、いつも以上に現場はスムーズだったはずだ。

　思い当ることがなかったのか、首を傾げる高杉に、大翔は顔を赤くして言った。

「安方さんと高杉さん、仲がいいじゃないですか。それに、セリフにも口説き文句みたいなのが多いし、それで……なんか、変な気分になっちゃって……俺だけの問題なんです。ごっこだっていうのはわかってるんですけど、嫉妬した、みたいな……すみません。ごっこの役にはまり込み過ぎですよね。は、はは……」

　言っていてますます顔が赤くなった。

　言葉にしてみると、自分が考えたり感じたりしたことのバカバカしさに、頭が痛くなるような思いだ。

　高杉と大翔はお互いに役者だ。役が付けば誰とだって恋愛をするし、殺し合いもする。たとえ本当に付き合っているのだとしたって、いちいち演じる役に対し嫉妬していては身が持たない。大体演じている役は、その役という人間であって、元の役者とは歩んできた人生も、性格も癖も、全く異なる人間のはずだ。演じている役者とは関係ないはずなのに、混同するなんてどうかしている。

　そんなこと誰よりもわかっているはずなのに。

「別に嫉妬とか、そんな資格あるわけないのに、高杉さんは俺のものなのに、みたいな気分になっちゃって……あれ、俺何言ってるんだろ。いや、物とか、そう言うんじゃなくて……単純に悔しかったって言いますか……」

　人通りのある公道で立ち止まったまま何を言っているのかと、自分でも思う。

　しかも、高杉と大翔は、恋愛関係をロールプレイングするための、ごっこ遊びだ。だから、どちらかが止めようと言いだせば、簡単におしまいになるはずの関係。

　それなのに独占欲でいっぱいになるなんて、ハマりすぎだ。

　高杉なら笑い飛ばしてくれるんじゃないかと期待して顔を上げると、そこには感情をそぎ落としたような真顔があって、大翔はびくっと肩を跳ね上げた。

「っあの、すみません……」

　怒らせたのかと思い小さくなると、高杉は深く息を吐いた。

「もー、大翔君てばすみませんが口癖なの？　すーぐ謝っちゃうよねー。そういうとこ、線引かれてるみたいで傷つくなぁ、俺」

　高杉は自身の長めの髪に右手を差し込み、掻き上げてくしゃくしゃと掻きむしった。

「んー……」

　考え込むように少し唸り、目を反らす。

「ごっこだから嫉妬しちゃダメとか、そういうことなら、もうごっこはやめよう」

「え……？」

　あっさりと関係の解消を言い渡され、大翔は絶句した。

　高杉から言いだしたことなのに、終わらせるのも高杉からで、しかもこんなにあっさり手のひらを返されるなんて。

　展開に追いつけずにいると、高杉はぎゅっと大翔の手を握った。

「嫉妬してくれたんなら嬉しい。大翔君は苦しかったし嫌だったかもしれないけど、俺は喜んじゃったから。ごっこだなんて思わないで、ちゃんとぶつけてほしい」

「……ん？　え……？」

　大翔の顔を覗きこんでいる高杉の目がどことなく潤んでいて、吸いこまれそうな気がする。

　何を言われているのかがわからず、大翔は（高杉さんの耳が赤いな）なんて、そんなことをぼんやり考えていた。

　喧嘩でもしていると思われているのか、通りがかる人達の中から時折視線が投げかけられているのは視界の隅でとらえていたが、そんなものは意識の外だった。

　今は高杉のことだけでいっぱいいっぱいだ。

「俺と……あ、いや。俺の、恋人になってくれませんか」

　大翔の目の前で、高杉の形の良い唇がパクパクと動く。大きな口に薄い唇は、いかにもしなやかに獲物へと牙を突きたてそうでセクシーだ。ふと少し視線を上げれば、赤いのは耳だけじゃない。目元も赤くなっていて、それが何だか色っぽいと見つめていると、きゅっと形のいい眉が顰められる。

「返事は……？　やっぱり、男と恋人になるなんて嫌かな？」

　耳に届いた言葉は一旦ばらばらになって、頭の中を泳ぐ。

（男と恋人に……？　そんなの嫌に決まってるけど、相手は一体……俺の……？　高杉さんの……？　高杉さんの恋人……？　誰が……？）

　それから、まずは返事をしなきゃと口を開きかけて、ようやく何を聞かれたのかを理解した。

「っ……」

　喉が声の発し方を忘れてしまったようで、何度も唇を開いては閉じる。

　何と答えればいいのかわからない。

（高杉さんの恋人……俺が？　俺が……？　俺が!?）

　答えを見つけられないまま、瞬きを繰り返していると、高杉は目の前で泣き出しそうに顔を歪めた。

「俺は……大翔君が好きだよ。今、ごっこなんて言いださなきゃよかったって後悔してる。大翔君が嫌なら、もうこんなこと聞かないから。嫌か嫌じゃないかだけでも聞かせてほしい」

「あ、あの……」

　上手く頭に酸素が回っていない気がして、何度も大きく息を吸い込み、喉に詰まった何かを飲み下す。やけに口の中が乾いて、水が欲しくなった。

　こんな時、何と言うのが正しかっただろうか。

「嫌じゃ……ないです。不束者ですが、よろしくお願いいたします……？」

　それじゃ嫁入りをするみたいだな、というのと、自分が抱かれているわけだから嫁でいいのか、というのと、頭の中の整理がつかない。

　ことりと高杉の頭が肩口に落ちてきて、撫でてあげた方がいいのかと思ったが、高杉は大翔の手を離してはくれなかった。

「よ、かったー……すごい緊張した。こんなに緊張したことないよ」

　グリグリと大翔の肩に額を押し付け、高杉は大きく息を吐き出す。

「ありがとう、大翔君。俺、今ね、すげえ嬉しい」

　呟かれる言葉は、本当に本当に幸せそうで、色を付けるなら温かいオレンジ色をしていた。

　大翔の心も同じ色に染まってほわほわと熱を増していく。

「お、れも……俺も嬉しい、幸せです……」

「そっか」

　肩から顔を上げた高杉の顔はまだ赤いままだ。

　通りすがりにじろじろと遠慮のない視線が飛んできて、ようやく大翔も高杉もここが公道であることを思いだした。

「……行こうか」

「はい」

　車道脇の会社ビルが立ち並ぶあたりで立ち止まっていたのが幸いで、不躾にこちらを見ていた人々も、わざわざ立ち止まって聞き耳を立てるような状況ではなかった。

　気恥ずかしさは覚えたものの、そのまま何事もなかったかのように駅へと向かう。

　どこにでもいいからその場を立ち去りたくて、足を止めずに改札口へと滑り込んだ。

　こんな時、ＩＣカードはとても便利だ。

　特に行き先も決めないまま、ふたりして来た電車に乗り込んで、ようやく一息つく。

「ははっ……」

　高杉の顔を見上げたら急に笑いがこみあげてきて、思わず大翔は声を上げて笑った。

「な、何急に……」

　きゅうに笑われて、きょとんとした顔で高杉が聞いてくる。

「どこ行きましょう」

「……あぁ、どうしよう。ねえ？」

　高杉も何も考えていなかったのだろう、吊り広告に目をやって、両脇にある広告に目を向け、眉を顰める。

「何も思いつかないなあ」

「じゃあ、映画とかいきます？」

「何かいいのやってたっけ？」

　映画を見るのなら、大翔の家と高杉の家の分岐点となるターミナル駅の周辺がいいだろうか。とりあえずその周辺で何かめぼしいものはないか調べようと携帯を取り出すと、次の駅についた。

「うわっ!?」

「大翔君」

　いつになく大勢の人が乗り込んできて人波に浚われそうになり、すかさず高杉が大翔の身体を捕まえ、ドア前の位置を確保してくれた。

「す、すみません……」

「ほら、またすみませんって言った」

　くすくすと笑われる。引き続き調べ物をしたかったが、思いがけなく詰め込まれているせいで身動きが取れない。

「すみません、俺動けなくて調べられない……」

「そのあたりは行き当たりばったりでいいんじゃないの？　別に映画にこだわる必要もないし」

　車内アナウンスが入り、他の路線の車両トラブルで振替輸送が行われていることが告げられた。

「あー、なるほど。それでね」

　道理で混み合うわけだと得心した高杉が頷くが、大翔は顔を顰めた。

「うわ、俺帰れるかな」

「ん？　使う路線？」

「使うっていうか、乗り入れしてるんで、多分俺の方の路線も混乱してるんじゃないかと」

　時刻は会社帰りの人々と、飲み会帰りの人々が混ざり始めた頃合い。この時点でこれだけ混んでいて、復旧の見通しが不透明ということは、これから何時間かは混雑が予想される。

　ふ、と高杉が顔を俯けて、大翔の方へと近づけた。

「……明日も朝から授業ってほんと？」

　柔らかく揶揄うような声音に、大翔は身を固くする。

　この一か月で高杉には大体のスケジュールを把握されているから、大翔が嘘をついていることもお見通しだ。

「本当は……昼からです」

「だと思った」

　くすくすと笑いながら、高杉はぐっと大翔の身体を引き寄せた。

「じゃ、今日はもう少し一緒に居られるね」

　がたん、と電車はカーブに差し掛かって、大翔はバランスを崩しかけた。

「おっと」

　高杉が大翔を庇って、扉に手をつく。

「……これ、壁ドンって奴ですね。今日見ました」

　肩口に手をつかれるのは、少女漫画ではおなじみの構図だ。今日のハルアフの中でも似たような構図の場面があった。

「蝉ドンじゃなくて良かったね」

　高杉の軽口に、思わず大翔は吹き出した。蝉ドンというのは、部屋の隅に追い詰めた相手に対し両手両足を壁について追い詰める構図だ。人間の筋力でそんなにたやすくできるものなのかは知らない。

　笑いが止まらなくなった大翔は、自分は身動きできないからか、高杉の腕に顔を押し付けて笑いをこらえている。小さく肩を震わせていると、揺れたわけでも押された訳でもないのに、高杉が距離をぐっと縮めた。

「笑いすぎ」

「すみません、何かツボ、入っちゃって……」

　くすくすと笑い続けてしまう大翔は、顔を反らして、身を反転させる。今の姿勢のままでは、楽な姿勢を取ろうと思うと抱き付く以外に動き様がなくて、流石に躊躇われた。

「はぁ……」

　高杉がため息をつく。

「……？　どうかしましたか？」

「出来たばかりの恋人が可愛すぎてどうしようかと思ってるところです」

　耳元で囁きかけられて、ドキドキと鼓動が高まっていく。

（……顔、背けて良かった）

　きっと今大翔の顔は真っ赤になっていることだろう。だって、ガラスに押し付けた額がとても気持ちいい。

　高杉の腕が大翔の腰に回され、密着度が高まる。

「混んでるね」

「そうですね」

　混んでいるから、こんな密着しているのは仕方がない、と言いたげに、ぎゅっと高杉の腕に力が籠る。

　再び車内アナウンスが入った。間隔調整のため、各列車が遅れての運航となっていること、前の列車で緊急停止ボタンが押され確認を行っていることを詫びるアナウンスに、少しだけざわめきが起こる。

「大翔君の大学って何駅なんだっけ？」

　大学の最寄駅を告げると「そう」と高杉は呟いた。

「それなら俺の家からも近いじゃない」

　俺んち来る？　と聞かれて、大翔は苦笑した。

「テキストとか全部家なんで、取りに帰らないと」

「あぁ、そっか」

　少しだけ落胆を声に滲ませて、高杉は大翔の肩に顎を乗せる。

「大学生は参考書とかいっぱいあるもんなぁ」

「……でも、明日の講義は昼過ぎからなんで」

　高杉さんの家に行きたい、と言葉にはせず控えめに主張してみる。ごっこ遊びの期間は、お互いにどこか遠慮したところがあって、一応どこに住んでいるかといった話は交わしていたが、実際にお互いの家に足を運んだことはなかった。

　高杉が実は料理が嫌いじゃない、なんて話を聞いても、いつか食べさせてほしい、とは言ったが、明確な約束にしたことはない。時たま仲のいい芝居仲間などを呼んでホームパーティじみた家呑みをするという話にも、羨ましいと言っただけだ。

　ごっこ遊びで相手のプライベートにそこまで踏み込んでいいのかという躊躇いがあったからだが、恋人同士なら、もう少しわがままを言ってもいいのかもしれない。

「うん、おいで。それで朝ごはん一緒に食べよう」

　つまり泊まっていけ、とこちらも言葉にせず、高杉は呟いて、ぎゅっぎゅっと大翔を抱きしめる。

　体幹が圧迫されて、息が漏れた。

「うわ、えっろ……」

　高杉の熱のこもった息が耳に掛かる。

「なにい……っ」

　何言ってるんですか、と少し笑おうとしたところで、するり、と高杉の手が服の下に滑り込んできて、声にならなかった息がくぅ、と子犬の鳴き声に似た音を喉の奥で鳴らした。
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「大翔君、もう俺のなんだなって思ったらたまんなくなってきた」

　ちゅ、とかすかな音だけを立てて、耳のへりに口づけが落とされる。

　ぞくぞくぞくと、全身を寒気に似たものが走り抜けて「ひ」と大翔は小さく声を上げた。

「可愛い」

　可愛い、可愛い、と繰り返されると、いつもの高杉の愛撫が思い起こされ、勝手に体が熱くなってくる。

　高杉はいつだって大翔を抱く時も、一緒に居る時も可愛いと繰り返す。

　それは口癖か、あるいは自己暗示の類なのだろうと思っていたけれど、その目はいつだって愛しくて仕方がないと語ってくれてはいなかっただろうか。

　可愛いよりはカッコいいがいいと、唇を尖らせる大翔に「ほらそういうところが可愛い」と目を細めていた高杉は、一体いつから自分にそんな感情を向けてくれていたのだろう。

　腹直筋のかすかな溝を高杉の指が辿る。鍛え上げられた高杉に影響されて、大翔は自重トレーニングを増やした。それでもまだまだ鍛え方は足りなくて、元から薄い腹に腹筋のラインが浮かんでいるのは、単に脂肪が少ないせいだ。

　元より大翔は太りにくい体質で、そのせいか筋肉だってつきにくい。

　高杉の見事に割れたシックスパックや、内腹斜筋のライン、腕に力を込めれば膨れ上がる上腕二頭筋とよじれるように浮かぶ下腕の筋繊維を羨ましいと思うのだが、なかなか思うように筋肉はついてくれない。

「まだ動かないのかな」

　高杉の熱っぽい声が頭の上から落ちてくる。早くふたりきりになれる場所に行きたいのだと言われている気がして、頭がくらくらする。

　すり、と硬い指先が、なだらかな腹の皮膚をなぞって、大翔は息を飲んだ。

　何度も何度も口の中にあるものを嚥下えんかして、どうかすると漏れてしまいそうな甘い声をどうにか飲み下す。

（抱きしめられて、鼓動と吐息を感じているだけでもヤバいのに、どうして触ってくるんですか！）

　泣いて責めたい気分なのに、高杉は大翔を許してくれない。それどころか悪戯な手はますますきわどい位置で遊び、ゆらゆらと大翔を弄ぶ。

　上に上がってきた手が、乳輪を掠めた。「ぐ」と喉が鳴って、大翔は慌てて視線を左右に走らせる。皆思い思いに携帯を眺めているか、天井を見上げているかで、他人の動向を意識している人なんていない。

「高杉さん、いくらなんでもふざけすぎ……」

　がたん、と電車が動き始めた。

　安全が確認され、運行が再開されたこと、予定より十五分ほど遅れて次の駅に到着する見込み、などのアナウンスはほとんど大翔の耳には入ってこなかった。

　高杉がきゅっと大翔の乳首を摘まんだせいだ。

「ひぅっ……」

「声、出したら見られちゃうよ」

　インナーまでたくし上げられているせいで、腹のあたりがすうすうする。着ているジャケットと、背後から覆いかぶさっている高杉のカーディガンのおかげで、大翔の腹がさらけ出されていることなど、誰の目に映るはずもなかったが、冷たい空気が皮膚に触れているだけで心もとなさが掻きたてられる。

「それとも見られたい？　こんなに興奮してるけど」

　熱の中心を、爪の先でつぅっと撫でられ、大翔はびくん、と小さく体を跳ねさせた。

　指摘された通り、大翔のそこはいつの間にか熱を持って昂ぶっており、硬く着衣を押し上げている。布越しではあるが、与えられた直接的な刺激に喜んで、先端から涙を滲ませた感覚があった。

「ち、がいますってば……も、やめてください……」

　金属扉に指を立てるようにしてしがみつき懇願するが、高杉は大翔の希望とは逆に、立ちあがったそこにしっかりと指を纏わせた。

「やめてください、なんて嘘ばっかり。もっとしてほしいとしか聞こえなかった」

　緩やかにもみくちゃにされ、欲張りなそこはドクドクと血を集めていく。そんな触り方じゃ物足りなくて、もっといつものように、掴んで扱いて、吐き出させてほしい。

（こんなところで、馬鹿じゃないの）

　いけないと思うのに、それが逆に興奮を掻きたてる。

　治めなきゃという意志とは裏腹に、腰は強請るように揺らめいた。

「やめちゃっていいの？」

　首筋に高杉の息がかかる。こんなに熱い息を吐いているということは、高杉だって興奮している。

　ぐり、と大翔の臀部に腰が押しあてられた。ゴリゴリに固くなったそれは、押し付けられると痛いくらいだ。

（高杉さんも興奮してる……）

　かり、かり、と指の先で、膨らんだ亀頭をひっかかれ、甘い疼きは下腹に沈殿していく。

　大翔はほとんど身動きが取れないが、満員電車の中で、高杉だって自由に動けるわけじゃない。思うように動けないのがもどかしいのか、唯一自由に動ける指先が執拗に同じ動きを繰り返す。

　高め切るまでには至らない甘い動きが、ぞわぞわと甘い毒を全身に浸透させていく。

「染みてきた」

　溢れだした先走りの湿り気が指に伝わったのだろう、高杉はくすりと笑って、ふっと大翔に耳に息を吹きかけた。

「っ……」

　声を上げてしまいそうになって、大翔は必死に全身に力を入れる。こんなところで声を上げさせようとするなんてひどい。

　じじっと微かな音を立てながら、ジッパーがじりじりと引き下ろされる。

「だ、ダメですよ……高杉さん……」

　どうにか動かせた手で、泣きそうになりながら、ジッパーをくつろげてしまう高杉の手に抗するが、位置が悪いのか、腕を押さえるだけで精いっぱいだ。高杉は動く手首から先を器用に動かして、大翔のジッパーを下げ切ってしまう。

「だって、苦しいだろ？　後で上着を下ろせば隠れるよ」

　さえぎるものを一枚失って、下着の薄い布だけが防御ラインとして残ったそこは、手のひらの熱を受け取ってしまう。

　動きを制限されている手は、指先だけを器用に躍らせ、いつもとは違う触り方で刺激してくる。

　下向きに納まっていた大翔自身は、ボトムの圧迫を失ったせいで鎌首をもたげ、ぴったりとしたボクサーショーツを持ち上げてしまっている。ガーゼのような柔らかい綿素材の下着は、濃い色を選んでいるため、染みたカウパー氏腺液があからさまに布地の色を変えた。

　視界には入るのに、身動きがとれないせいで隠すこともできず、大翔は高杉の為すに任せるしかない。

「も、やだぁ……」

「可愛いよ」

　指先がくるくると裏筋の凹凸を撫で摩り、まだわずかに余った皮を手繰り寄せる。指の動きで下着はますます鈴口に張りついて水分を吸いこみ、染みの範囲を広くした。

「こんなに濡らして、いい子だね」

　鈴口を指先でノックされると、ネチネチとした水音がたって、他の人にまで聞こえてしまうんじゃないかという気がした。

　恥ずかしくて怖くて仕方がないのに、身体は言うことを利かなくて、これっぽっちも萎えてくれる気配がしない。

　張り詰めた亀頭の縁をひっかいて、弾力を楽しまれる。高杉の指に弄ばれ、大翔のモノは嬉しそうに涙を溢し続ける。

「大翔君が大好きなココ、ゴシゴシしてあげたいんだけど、ちょっと難しいな。ごめんね」

　楽器をかき鳴らすみたいに指先だけで裏筋を擦られた。びくん、と大翔のモノが独立した生き物みたいに跳ねる。

「その代わり、ここ、苛めてあげる。いつもだと泣き入っちゃうけど、嫌いじゃないよね」

　つうっと裏筋から鈴口の凹んだところを撫でられて、高杉が何をする気なのかを悟り、大翔は「やめてぇ」と小さく悲鳴を上げた。

　くちゅくちゅと指先で尿道口だけを弄られる。自らの先走りで滑りがよくなったそこは、円を描くような刺激を鋭すぎる快感として伝えてくる。

　射精に至らず、亀頭だけを苛められると、ジンジンと痺れるような感覚があって、なんだか怖くなってしまう。いつもなら、もっとごしごし扱いて、と甘えれば、そうしてもらえるのだが、この状況では物理的にできない。

　射精できない快感は溜まりたいだけ溜まっていく。つま先に力が籠こもり、かかとが浮いた。

「物足りないだろうから、こっちも苛めてあげるよ」

　高杉は支えるように大翔の腹辺りを抱えていた手を上にずらし、カリカリと乳輪の縁をひっかいてくる。

　射精さえできれば楽になれるような気がするのに、熱は高められていくばかりで逃げ道がない。腹の底がきゅーっと戦慄く。

　いきたいのにいけない。

「意地悪」

　泣きそうな声を洩らすと「ごめん」と、悪戯っぽい笑い交じりに、硬く尖ったそこを指先で弾いてくれた。

「んぁっ」

　もっと触ってほしいと強請るみたいに胸を突きだせば、今度は大翔の尻を高杉の局部に押し当てるような格好になる。

　こんなに高杉も昂ぶっているのに、大翔からは何もできないのが悔しい。

「お、動きやすくなった。そんなにしてほしかった？　悪い子だね」

「ひっ……」

　腰が引けたせいでできた空間に、高杉の手が滑りこむ。下着の中に入ってきた手は、散々焦らされた陰茎をぐっと掴み、扱いた。

「あぁ……」

　待ちわびた刺激に熱い息が漏れる。

「こうしてほしかったんだよね？　ここもイキたいイキたいって甘えてくれてる」

　大声を上げたいくらいに気持ちがいいのに、こんなところで痴態を晒すわけにはいかない。ぐずぐずにくずおれそうな足を奮い立たせ、必死に唇を噛み締めた。

　かり、と裏筋をひっかかれて、撥ねる身体を、高杉が包み込んで押さえつける。

「ほら、出しちゃいなよ。きっと気持ちいいよ」

　びくびくしている大翔自身を擦る手が速くなる。容赦なく追い詰められて、あっけないくらいに高杉の手の中へ吐精した。

「んんっ……」

「電車の中でイっちゃったね」

　もう大翔に周囲へ注意を払うほどの気力は残されていなかった。荒く息を吐いても、人いきれのする電車の中ではうまく酸素が吸えている気がしない。

「っや、も……」

「……かーわい……」

「も、イった、イキましたからぁ……」

　高杉は興奮が収まらないのか、射精したばかりで敏感な陰茎を弄び続ける。吐き出した精液を擦り付けるように亀頭を撫でられて、萎えることも出来ない。

「やっ……それ、ジンジンする……ダメ……刺激、強すぎ……」

「そう、じゃ、気を散らせるようにこっちももっと可愛がってあげるね」

「ひゃっ」

　強く乳首を摘ままれて、身体の芯を強い衝動が走り抜ける。腹の奥がズクンと疼いた。

「イイ子イイ子」

　高杉はふざけて、イイ子イイ子と言いながら、亀頭をくるくる撫でる。

「だめぇ……許して……」

「ん？　俺は大翔君の可愛いところを褒めてるだけだよ」

　グリグリと乳首を摘まみ捏ねながら、精液に濡れた亀頭を撫でられ続けて、ついに快楽は決壊した。

「ひっ……」

　続けてぷしゅっと精液ではない何かを吐き出してしまった感触があって、大翔は竦み上がる。高杉も大翔が何を出したか確認するためにか、そこから手を除けて、指先を擦り合わせた。

　大翔が吐き出したのは、先走りよりももっと粘度の薄いさらさらとした液体だ。一瞬洩らしたような気がしたが、それにしては匂いがなかった。

　達したのに似た感覚だが、射精をした時以上に、頭はのぼせ上がったみたいにぼうっとする。

　唖然としていると、ようやく電車は駅につき、大翔の側の扉が開き出した。

「うわっ」

　咄嗟にシャツを引き下ろし何とか事なきを得たが、背中から突き飛ばすように押し出されよろよろと高杉の腕にすがる。

　同じく吐き出された高杉は、何と人波の流れからややずれた方向へ足を逃がし、そちらに大翔を引っ張ってくれた。

「信じられない」

　先走りと精液と謎の液体でベタベタに濡れた下着が気持ち悪い。

　ようやく息を整えて、涙目で高杉を見上げると、高杉は興奮しているのと申し訳ないのとをまぜこぜにしたような顔で「ごめん」と囁いた。

「いやぁ、まさか潮吹くとはな」

　どこか嬉しそうに見える高杉に、顔が熱くなるばかりで何も言えず、大翔は顔を俯けた。絶対反省なんかしてない。

「悪いとは思ってるけど、俺も我慢できない。俺んちに来てくれるよね」

　どっど、どっど、と高杉の胸は力強く脈打っている。そういえば、高杉の熱は解放されていない。ぐっときつく抱きすくめられて、大翔は頷くしかなかった。
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「最近人呼んでないから汚いけど、適当に座ってて」

　扉をくぐった瞬間に、自分の家とは違う匂いがして、他人の家だなぁ、と不思議な感慨を抱いた。玄関先に木刀の他に大小得体のしれない棒が立てかけてあるのは、殺陣も学んでいるというから、それで使うのかもしれない。

　自分の家とは違う匂いではあるが、なんだか懐かしいようななじみ深いような気がするのは、きっとそれが高杉の匂いだからなんだろう。

　もうすっかり大翔は高杉の匂いに馴染んでしまっている。

　来る途中で下着は二枚買い、汚してしまった下着はその場で着替えて、厳重にビニール袋に入れて縛った。その袋をどうするか少しだけ迷い、部屋の隅に目立たないように置く。

（……本当は汚してしまった下着を洗わせてほしいけど、初めて高杉さんちにきたのに、そんなこと言いだしにくいよな）

　高杉の部屋は本棚とベッドだけが目立つ簡素なものだ。仕事柄かＴＶは大きめでコンシューマ機や携帯ゲーム機も揃えてはいるようだが、それよりも断然本棚が目立つ。

（……それにしても本ばっか）

　大きな本棚にはぎっちりと漫画から何やら難しそうなハードカバーまでがぎっちりと収められており、その大きな本棚には入り切らなかったのだろう本が段ボールの上に積み上げてある。

　下段にある薄い冊子は、おそらく今まで出演した作品の台本だろう。綺麗に隙間なく並べられた上で、こちらも上部の空間にまでぎっちりと詰め込まれていた。

　テレビラックの上にはＤＶＤとゲームが並べられており、こちらもかなりの数だ。

　ひとり暮らしにしては広い部屋だが、並べられた本のせいでかなりの圧迫感がある。

　その中で異彩を放っているのが、全身を映す姿見だ。

　鏡の周辺だけは片付けられており、普段からよく使われているらしいことがうかがえた。

「本、凄いですね」

「そうか？　これでも割と図書館とか電子書籍で済ませちゃう本も多いんだけどな」

　何でもなさそうに言って、高杉はベッドへ腰掛けた。

「……えーと、風呂の支度してきたけど、風呂入る？」

　少し困ったみたいに高杉が首を傾げてきた。

「あ、いいんですか。ありがたいです」

　一日の汗もだが、電車の中で潮を吹かされたのが気になる。諸々の汚れを落とせるのはありがたかった。

「でも、家主より先に入るわけには……」

「あぁ、んじゃ。先入ってくる。あるものは適当に見てくれて構わないから」

　相手のシャワーを待つのも、それどころか一緒に風呂に入るのも、もうホテルでは何度か経験があるのに、恋人の家だと思うとなんだか落ち着かなかった。

「……恋人か」

　別に初めての恋人ではない。女の子とはそれなりに付き合ってきた。恋人の部屋を訪ねたことも、自分の部屋に呼んだことも、数えきれない。

　だがこんな風にそわそわするのは初めてだ。

　まるで携帯を覗き見てしまったかのような、他人の内側を覗きこんでいる感じがして、置いてあるものを眺めるのに罪悪感がある。

　きっと今までの相手には、ここまでの思い入れがなかったのだろう。

　今まで付き合った相手にも若干の罪悪感を覚えつつ、大翔は本棚の前に立った。

　出演作の原作や関連書籍なのだろう小説も多いが、特に目立つのが演技や演劇のメソッドについて書かれた本だ。代表的なものとされる著作はもちろんのこと、大翔は知らないような本もあった。

　適当な本を引き出してみれば、本の隅は折られた痕があり、重要そうな箇所に線が引かれていたり、書き込みがあったりして、端の方は縒よれていた。かなり読み込まれているのがよくわかった。

「すっげ……」

　きっと根っから真面目なのだろう。

　よく笑い、適度に流行を押さえた日頃の態度からはうかがえないが、本を見ただけで相当な勉強家なのがわかる。

　大翔が知っている高杉は、役者バカではあるがひょうひょうとした掴みどころのないところもある男だったから、この本棚はギャップがあって、頭を殴られたような衝撃を受けた。

「え、見てていいとは言ったけど、そっちから見ちゃったか」

　早くも風呂から出てきたらしい高杉が、恥ずかしげに首筋を掻いた。

「漫画とか、面白そうなもんもいっぱいあるだろ。そっちから見ててくれればよかったのにー」

　照れているのか、高杉は困った顔をしている。大翔が普通の書籍に手を伸ばすのは予想外だったらしい。

「書き込み汚いだろ？　だから恥ずかしいんだよね。そうなっちゃうと、そうそう処分もできないし」

　家に残してるのはそんな本ばっかりよ、と高杉はタオルで頭を拭きながら言った。

　出たからどうぞ、と、タオルも準備してくれている。

　風呂場に入ると、湯船に張られた湯もそのままで、高杉が愛用してるのだろう入浴剤が入っていた。大翔もたまに使うアソートパックに入っている中でもひときわ独特の匂いがするものだ。そういえばこれが一番効く気がする、なんて言っていたっけ。

「お湯、そのままにしておいてくれていいから」

「あ、はい」

　シャンプーとリンスはこだわりがあるのかないのか、どちらもノンシリコンと銘打たれているがばらばらの銘柄だ。一応、双方しっとり落ち着く、といった文言が書かれているところだけは統一されていた。

　安いラブホにあるリンス入りのシャンプーでは、大翔の髪は癖があるから翌日爆発してしまう。これならちゃんと乾かせば大丈夫かな、とこちらも拝借して、髪も洗った。

「高杉さんの匂いだ」

　風呂上がりの自分から、よく慣れ親しんだ香りが立ち上る。ラブホテルでも同じ風呂に入るのだから同じ匂いにはなるが、今日のこれは高杉が自ら選んだものだ。

　この上整髪料や何かを身に纏えば、高杉と全く同じ香りになるのだろうか。

　いつも以上に香りを意識してしまって、大翔は身体を竦めた。

　ひどくいやらしい気分になる。

　タオルはあったが着替えは用意されておらず、そもそもそういうことをしに来ているのだと強く意識させられた。

　腰にタオルを巻きつけて髪を乾かし、ベッドまで戻ってくると、高杉は先ほど大翔が手にしていた本をめくっていた。

「あの……お風呂ありがとうございました」

「あぁ……ん」

　高杉はベッドサイドに本を置いて、おいでとでも言うみたいに大きく腕を広げた。その中に飛び込むのは気恥ずかしくて、そっと腕を避けて隣に座る。タオルはベッドを濡らしてしまいそうで、据わる前に腰から外し床に落した。

「……ちょっと、こういうのスカされると俺も恥ずかしいんだけど」

　苦笑しながら高杉は大翔の肩を抱き直し、体勢を入れ替えてベッドへと大翔を押し倒す。

　下から見上げる構図はもはや慣れ親しんだといってもいいはずなのに、なんだか恥ずかしくて、大翔は高杉を押しのけた。

　そのために来たのだろうに落ち着かない。

「……？　何、どうしたの？」

　高杉も突然の拒絶に首を傾げているが、大翔だってなんでこんなにいきなり触れ合うことが恥ずかしくてたまらなくなったのかがよくわからない。

「な、なんか……俺たちこれからは恋人同士なんだなと思うと、緊張しちゃって……」

「はは、なんか前にもそんなこと言ってたね」

　高杉が起き上がり、大翔も身を起こした。

「どうする？　何か飲む？」

　空気を変えるためにか高杉が聞いてきた。そういえば飲み物も出してなかったな、とベッドを降りようとする高杉の腕を、大翔は追いすがるように掴む。

「あの……本当に俺なんかでいいんですか？」

「へ？」

　まだ気になるのはそこだ。高杉の表情を見るのが怖くて顔が上げられない。

「俺……俺、俺なんかまだまだだし、まだ学生で高杉さんとは、何か釣り合い取れないっていうか、俺なんかと付き合ってて高杉さん、本当にいいのかなって……なのに、高杉さんごっごじゃなくて恋人に、とかいうし……」

「釣り合いって？」

　掴んでいない方の高杉の手が、優しく頭に降りてきた。乾かしはしたけれど、まだかすかに湿り気を帯びた大翔の髪を摘まみ、軽く梳いてくる。

　誤魔化すこともできたが、言うなら今しかないと、大翔は口を開く。

「高杉さんは人気も実力もあって、大人だからわかんないかもしれないですけど、俺はまだまだガキだから、全然追い付けない気がして……」

　あぁ、と自分で言っていて大翔は納得した。

　どうして緊張するかといえば、自分がするべきことがわからないからだ。高杉は大翔が答えを出す前に手を引いてくれるから、ついついそちらに流されてしまう。

　大翔はついていくだけだから、立ちすくんだりしても、文句を言うだけでいいズルい立場だ。

　それ自体に文句はないけれど、時には自分がどこに立っているかを確認したくもあり、高杉に対して申し訳ないような気持ちもある。

　はぁ、と高杉は盛大にため息をつくと、ベッドに座りなおした。

「……俺、余裕あるように見える？」

　聞かれて、きょとんと大翔は高杉の方を見返した。高杉は困ったような照れたような顔で、自分の顔を掴むように隠し、下から大翔を見上げた。

「言っとくけど、恋人ごっことか、相当苦肉の策だったからね」

　完全に頭を抱えてしまったのは、大翔に顔を見せたくないからなのかもしれない。

「慰めてるはずがムラッときて手を出しちゃったのもかなりまずかったと思うけど、大翔君全然連絡くれないし、なのにあんな……かっこいいとか、好きとか、愛感じたとか言われたら、いい気になるじゃん。経験足りないとか隙見せられたら、いけるかなって思っちゃうじゃん……けど、男同士ってとこに結構引っかかってたみたいだしさー……」

　今度は高杉の方が、縋すがるみたいに大翔の手を掴んだ。

「良い先輩ぶろうとしてアドバイスあげるふりして、出てきたのが恋人ごっこって相当痛いなって思ってたのに、大翔君は受け入れてくれちゃうし、もっととか言ってくれちゃうし、そんなん好きになるしかないじゃん……」

「あ、あの……高杉さん？」

　握られた手にそっと手を重ねると、高杉は大翔の方を向いた。目の縁が赤く染まり、恥ずかし気に引き結ばれた唇が歪んでいる。むにゅむにゅともの言いたげに口を動かすと、顎にできた凸凹が動いた。

「大翔君が俺にどんなイメージ持ってくれてるかなんて知らないけど、二十八なんてそんな大人じゃないからね。そりゃ、学生さんに比べたらアラサーのおっさんかもしれないけど、大人じゃないし、余裕もないから」

　高杉の乾いた大きな手が、そっと大翔の頬に触れた。

「こんな……好きな子に引け目感じさせてたなんて、気が付かないくらい余裕のないガキなんだよ。自分が好きになったからって、恋人ごっこなんて強引にこじつけて、どうにか自分のモノにしようとなりふり構ってられないくらい、必死だったんだ」

　こつん、と緩く握った拳で、大翔の左胸をノックして、それからゆっくりと手を開き、ひたりと素肌に、鼓動を確認するみたいに手のひらを押しあてた。内側から胸を叩く心臓の音は、確実に高杉へと伝わっているだろう。

「でも、そんな……全然。高杉さん、そんな素振りなかったじゃないですか……」

「虚勢張ってましたー……だって、ねえ。だって、かっこいいと思ってもらいたいじゃない。ねえ、ガキの頃さ、幼稚園とか、小学校入りたてとか、そんなころ、中学生とか高校生とか大人に見えなかった？」

「あ、はい」

　こくりと頷くと、高杉は少し笑って見せる。

「でも実際自分がその立場に立ってみると、全然そんなことなかったでしょ？　そんなもんなんじゃないの？　そりゃ好きな子にはかっこよく見てもらいたいけど、大翔君が色々足りないって思ってるみたいに、俺だって足りてないって足掻いてばっかいるし、まだまだだなって思ってるよ」

「でも、俺なんか」

　あなたにはもっといい人がいるんじゃないですか？　言葉にはできないが、やっぱり今日安方と談笑していた姿が脳裏をよぎる。安方でなくとも、男でも女でも、高杉と釣り合いの取れそうな相手なんていくらでもいて、彼らを押しのけて自分が高杉の隣に納まるのには、やはり腰が引ける。

「俺なんか、って言わないの。俺ねえ、いつからだかわかんないくらい大翔君のことが好きなの。恋人ごっことか強引なこと言ってでも、大翔君と仲良くなりたかったし、大翔君の時間を俺のものにしたかったの。余裕なんか全然ねーよ。こんな必死でみっともないの、俺も初めてなんだって……言っとくけど、男相手なのも、これが初めてだからな」

「……嘘」

　いつになく高杉の様子が必死に見えて、大翔は目を丸くした。

「だ、だって……すごい手慣れてて、俺全部任せっきりだったのに」

「俺も、初めてＢＬの仕事貰った時に、全然勝手がわからないから、いろんな本読み漁ったりしただけ。まさか実践することになるとは思ってなかったし、初めての時は酔いも醒めるくらいビビってたけど、大翔君がさー……可愛かったんだもん」

　ぼっと顔が熱くなって、大翔は目を真ん丸にしたまま、硬直した。

「可愛くていい気になって触りまくってたら、ものすごいイイ顔するから、収まりつかなくなって最後までしちゃった……出来ちゃったんだよ。出来ちゃったんだよねー、これが。本とかでは知ってたけど、実践した相手は大翔君が初めてです」

　高杉の手が撫でるように大翔の肩へと回され、逃がさないとでも言いたそうに力が籠められた。

「今だってしてもしても収まらない。大翔君に触ると抑えが効かなくなるの、知ってるでしょ。今日だって電車であんなに苛めちゃったのに……恥ずかしがる大翔君可愛かったなぁ」

　たまらない、と言いたそうに鎖骨に口づけられて、びくっと大翔は身を竦めた。

「感じやすくて、俺がすること一生懸命受け入れてくれて……俺はこんなに大翔君に夢中なのに、伝わってないのかな。俺なんて、なんて言わないでよ。俺の大事で大好きな人、馬鹿にしないでよ」

　ちゅ、ちゅ、と鎖骨にいくつかのキスを落とし、柔らかく肩に歯を立てる。

　それほど感じやすい箇所ではないはずなのに、大翔の身体は勝手にびくびくしながら快楽を拾い始める。

　早くも緩やかに勃ち上がり始めているのが恥ずかしい。

「俺がどれだけ大翔君のことを好きか、教えてあげるね」

　するりと大翔の身体を撫で下ろす温かな手は、性的なものより、慈しみを強く感じさせて、それだけで大翔の身体は解れた。

　無条件に愛されていることを感じられる動きに、緊張はどこかに行ってしまう。

　高杉の手で横たえられるのを、大翔は拒絶しなかった。

「……照れますね」

　今まで何度も体を重ねたというのに、なんだかこれから初めて重ねるような、そんな気がして、大翔は照れ笑いを浮かべる。

　それは高杉も同じだったみたいで「ん」と軽い肯定を返してから、大翔の唇に触れるだけのキスをした。

　高杉の手が大翔の腹の上を滑る。それから、腰骨の上の薄い皮膚を撫で下ろす。足の付け根を何度もなぞられると、ぞわぞわした緩やかな快感が腰の付け根辺りに溜まって、大翔は溜息を洩らした。

「大翔君可愛い」

　興奮でとろりと溶けた視界の向こう、高杉は目を細めて顔を近づけてくる。受け入れるために大翔は唇を緩める。唇と唇が重なり、弾力を楽しむように何度か角度を変えて押し付けられ、それからちゅるりと吸われる。誘いだされた舌の先を高杉の薄い唇が食んで、それから出迎えてくれた舌がくすぐる。舌の裏側に高杉の薄い舌が潜り込んで、裏側の襞を丹念に探っていく。

「っぁ……」

　口をふさがれているのにあえかな声が漏れた。高杉とのキスは激しくても優しくても気持ちがいい。かぷり、と喰いつくように完全に塞がれ、続こうとした声が飲み込まれる。戯れるように舌と舌が絡められ、大翔がそれに応えようとすると、今度は強く吸い上げられた。唇から出られない声が喉を揺らす。

　キスだけで小さな波は何度も訪れ、腰が勝手に揺れた。横になっているせいで、屹立したそれが自分の下腹を叩く。先走りに湿っているせいで、ぺちぺちと小さな音が立っているのが恥ずかしい。

　高杉の手が、先端を包み込むようにして大翔のモノに触れた。刺激を加えられているのに、温かい手のひらに包まれたことにほっとしてしまう。くちくちと手の先を捻るようにして亀頭を捏ねられ、大翔は高杉にしがみついた。

「先っぽだけ……だめぇ……」

「潮吹き、気持ちよかった？」

　高杉は大翔の電車での痴態を思いだしているのか、べろりと唇を舐めて、ダメだと言われているのに、大翔の亀頭だけを撫で摩る。

　嬲られた尿道口ははくはくと雫を溢れさせ、高杉の手のひらを濡らしている。

「き、気持ちよかったです……でも、あれはもう……」

　思いだすだけでも膝ががくがくと震える。叫び声を上げなかったのが不思議だと思えるくらいに、強い快感だった。あんなの、またされたらおかしくなってしまう。

　必死に縋りつく大翔に、本気で嫌がっていることを察したのか、高杉はふわふわの髪を撫でて頬にキスした。

「わかった。じゃあ、今日アレはもうしないから。こっちで気持ちよくなろうか」

　最後に敏感な部分をもう一撫ですると、つぅっと浮き出た筋をなぞり、すぼまった部分に指を添える。

「中にいれて……俺と一緒に気持ちよくなろう？」

　まだ濡らされてもいないのに、触れられたそこはヒクヒクと侵入を待ちわびている。めくるように襞をなぞられれば、ぐうと下腹が重くなった。

　高杉がローションを手に取り、くちくちと手の中で鳴らす。大翔に触れる時に冷たくないように温めているのだと知ってから、その動きにいやらしさだけでないものを覚える。

　潤滑液を纏った指が挿入され、大翔が息を吐き出すと、高杉は「いい子」と褒めた。中に挿れた中指で内側をひっかきつつ、睾丸のすぐ下の部分を親指で押し込まれる。

「……っあ」

　膝を立てさせられると、その部分が露わにされ、羞恥を掻きたてる。今日の高杉の動きは、挿入するために解しているというよりも、指の動きそのもので大翔を感じさせようとしている。

　くっくっと何度も会陰を押し込まれることでおなかの中にじんわりとした熱がこもっていく。もっとしてほしいとふっくら膨らんだ前立腺を指先が掠め、もどかしいような狂おしいような気分が高まっていく。

「っやだ……焦らさないで……もう、挿れていいですから……」

　自分だけが高められていくのがたまらない。高杉の手で良い様に高められて、一人快楽にのたうつ自分の姿がまざまざと想像できた。

「い、一緒に気持ちよくなろうって言ったじゃないですか……」

　うぐうぐと息を飲みながら訴えかけると、ふっと耳に息を吹きかけられた。

「うん。だから、こうしてその準備をしてる」

　グリグリと指を回されると、緩んだそこがぐぽぐぽと重たい音を立てる。指が増やされ、内から外へと掻き出すような動きに、前立腺は嬲られてきゅうきゅうと指を締め付けてしまう。

「大翔君の中は気持ちいいから、ただ突っ込むんじゃ俺ばっかりイかされちゃうからさ。だから、ね。準備。たっぷり熟こなれて俺と一緒にイってくれるように慣らしておかないと」

「そ、そんなの……」

　大体射精してしまうのは、大翔の方が先だ。いつだって中から前立腺を責め立てながら、高杉は自分が達しそうになると大翔の陰茎も扱いてくる。そのせいで大翔は高杉よりも早く達し、達した締め付けで高杉も達する、というのが大体の流れになっている。

　もちろん高杉が先に達してしまうこともあるが、高杉ばかりが達するような状況は覚えがない。

「本当だよ。大翔君の中はいつだって柔らかく吸いついておねだりしてくれるから、暴発しないようにいつも必死なのよ、俺」

「う、嘘……」

「嘘じゃないって。俺、大翔君に信用ないね？」

　高杉の指に馴染んだそこは、もっとと強請るみたいに吸いついている。内側の襞がざわめきながら奥へと高杉を誘っていることなんて、大翔本人は知らない。

「嘘なんかじゃないよ。大翔君に関していえば、俺どこにも余裕なんかないし、いつだって全力だよ」

　どうしたら信じてもらえるのかな、と切なそうに洩らし、高杉は、こめかみを大翔の首筋に擦り付けた。

「っあ……そこ……んっ……そこ、グリグリしちゃ……」

　鉤状に曲げた指でぐっぐっと前立腺を押し込まれると、浮いた大翔の足の甲がぎゅうと丸まる。助けを求めるみたいに足が反り返ったり丸まったりを繰り返す。

「ん？　強すぎた？」

　大翔の反応を見ながら、優しく撫でるような動きに変わる。かり、かり、と指先だけで引っかかれると、もどかしいような気がして、もっととねだるように腰が浮く。

「だから、そこばっかりは……もう……」

　広げられ、感じる部分を捏ねられて、大翔のそこはもうきっともう完全に性器へと仕上がってトロトロになっている。高杉を受け入れるための器官だ。前立腺ももちろん気持ちいいが、それだけではもう物足りない。

　大きな質量で穿たれて、もっと熱を感じたい。

「だ、ダメ……も、やめて……」

「やっぱり、一度くらいおしりだけでイかせてみたいじゃない」

　高杉自身、相当な我慢を重ねているのだろう。ギラギラとした眼差しで、快感に蕩けていく大翔を見つめている。

「お、お願いします……も、もう……高杉さんが、欲しい……指だけじゃ足りない……」

　大翔が高杉の腕を掴み懇願すると、高杉は驚きに目を瞠った。

「あ……あぁ、そーゆー……」

　一度大翔の足を抱え直し、ガチガチに張りつめた自身の先端を、トロトロの入口に含ませると、高杉はぼそりと呟く。

「……挿れていい、じゃなくて挿れてほしい、なら大歓迎」

　ずぷり、とゆったりした速度で高杉の熱が大翔の中を満たしていく。

　ようやく待ちわびていたものが訪れて、大翔は歓喜の溜息を洩らした。

「っあ……熱い……おっきい……」

　抱擁をせがんで腕を伸ばせば、高杉はすぐにそれに応え、大翔の腕が届く位置に自身の肩を持ってきてくれた。大翔がしがみつくと高杉の腕が大翔の肩を支えに向かう。

　遊ぶ足を鍛え上げられた腹斜筋の横辺りに落ち着けられると、大翔の方から高杉の腰へと絡めた。ぐっと足で引きつけることで交合はさらに深くなる。

「すっご……深い……奥に届いてる……」

　突き当りにぐっと先端がぶつかり、奥行きまでを広げようかという勢いで押し付けられる。高杉が小刻みに腰を揺すると、コツコツと奥の部屋がノックされた。

「あっ……あぁっ……奥、響く……」

「女の子スイッチだけじゃなくて、奥も好きだったか。じゃ、もっとサービスしないとね」

　高杉は楽しそうに奥のノックを続けると、大翔の足が緩んだのを見計らって、長いストロークで一気に奥へと先端をぶつける。

「んうっ……」

　カリ首の返しで前立腺は擦れ、気持ちいいところをいっぺんに刺激されて、大翔は息を飲んだ。

「この体勢だと、いつもより深くまで入るね。いつも、ここまで入れられないから、知らなかったな」

　コッコッコッコッ。立て続けに奥を叩かれ、大翔の喉も断続的に震える。

「ね、前立腺とどっちが気持ちいい？」

「っ……そんなの知らな……ひぐっ……」

　質問を仕掛けたくせに、答えるタイミングでいいところを突かれて、大翔は悲鳴を上げる。弾力のある先端に押しつぶされた最奥の少し手前にも、ジリジリするような箇所があって、今度はそこを重点的に突かれた。

「そ、そこ……何か、痺れる、みたいな……」

「気持ちよくない？」

「っ……ううん、気持ちよすぎて……変に……なりそう……です……」


「いいね、変になっちゃってよ」

「っあぁ……」

　声が抑えられない。分泌された唾液が溢れて、悲鳴がくぐもった。

「うぉっ……すごいね、中うねっちゃって……こんなのいくらも持たないって……」

　高杉は脂汗を滲ませ、時折歯を食いしばりながら、大翔が悲鳴を上げる箇所を抉り続ける。足先はいつの間にかバタバタと暴れて、強すぎる快感を逃そうとしているのに、高杉はそれを許してくれない。

「は、離して……変に、変になるからぁ……これ、おかし、怖い……高杉さ……助け……」

　大翔をおかしくしようとしているのは、まぎれもなく高杉なのに、大翔は高杉に助けを求める。きっと楽にしてくれるのも高杉だけだ。

「大翔、イきそうなんだよソレ。怖がらなくていい、俺はここにいるから。イっちまえよ」

　強すぎる快感に怯えているのか、すっかり大翔の逸物は萎えて震えている。もう勃起していないのに、それでも快感は確かにあるのだから、意味がわからない。

「お、俺……女の子になっちゃう……」

「それでいいんだよ。ほら、上手にイけたら褒めてやるから」

　最後の一押しをしたのは、髪を撫でた優しい手のひらだった。ぶわり、と全身の熱が一気に上がり、身体の内側がきゅんとする。

「っあああああっ！　イクっ……ぁああああああああああああああ！」

　誰かが獣みたいに吠えている。射精なんてしていないのに、それよりも深いところから光が弾けて、全身の筋肉が硬直し、弛緩した。

（あぁ、喉が震えてる。叫んでるの、俺か）

　戻ってきた視界の中で、高杉が身を震わせるのを見て（ほら、やっぱり俺の方が先にイかされた）と、恨み言めいた感想が湧いた。

　まだ戻ってきた実感はわかず、自分の身体から切り離されたみたいな不安感に、大翔は力の入らない手で、必死に高杉の身体をまさぐる。

　ふわふわと世界から自分が浮き上がっているような感覚がある。

　しがみつくことを許してほしかった。

「んー？　どしたー？」

　高杉ははーっと深く溜息をついた後、満足そうな穏やかな声で、大翔の髪を何度も撫でた。高杉も大翔も全身ひどい汗をかいていて、高杉の顎や鼻先からはぼたぼたと汗が滴った。

「……や、だ……怖い……のに、おなか、ふわふわして……どっか……飛んでくかと思った……イった……のに、出てないし……俺の身体……どーなってんの……？」

　こんなに汗をかいてるのに、まだどこにそんな水分が残っているのか、涙が止まらない。

　高杉はそんな大翔を慰めるように抱きしめた。

「それ、メスイキってやつだよ。上手にイけたな。エラかったぞ。俺もすげえ気持ちよかった。大翔が深くまで俺を受け入れてくれて、ちゃんとひとつになれて感動した」

「じょーず……？　えらい……？」

　自分の身体が自分の物でなくなったみたいな不安を抱えている大翔に、高杉は言い聞かせるみたいにえらいえらい、と繰り返す。

「可愛い、ほんと、可愛い」

　ちゅ、ちゅ、と子供にするような幼いキスを頬にも、眦にも繰り返し、高杉は愛しくて仕方がないと言いたげに目を細める。

　高杉は大翔の息が整い、落ち着くまで待って身を離した。

「大丈夫？　後始末、俺がやろうか？」

「流石にそれは恥ずかしいです……」

　やっと我にかえった大翔は自分の顔を両手で覆った。

　高杉が出ていった後の穴が、存在を主張してずきずきと疼く。それはけして痛みではなく、むしろ何で離れてしまったのかと甘えるような疼きで、あんなに激しくイカされてまだ足りないのかよ、と自分でも空恐ろしくなる。

「あー……」

　腕で目を覆い、小さく声を上げれば、ようやく自分が世界に戻ってこられた気がした。

　全身の疲労がひどい。

　気持ちよくはあったが、メスイキはまだ怖い。

「起き上がれない？」

「あ、いや……」

　大翔は勢いをつけて身を起こした。腰どころか全身だるいけれど、後始末に支障をきたすほどではない。

　顔面もドロドロで、きっとひどい有様だ。

　ふと顔を上げると、高杉が大翔を見つめていて、ひょいとミネラルウォーターのボトルを差し出してくれた。

「喉乾いたろ？」

「あ、どうも」

　蓋の開いたボトルに口をつければ、自分でも驚くくらいに喉が渇いていて、まだ半分以上入っていたペットボトルを一気に飲み干していた。

　乾いた体に水分が染み渡っていくような感じがする。

「あの……そんなにじっと見つめないでくれますか？」

　まだこちらを見ている高杉に恐る恐る切り出すと、高杉は自分でも気が付いていなかったのか、ごめんごめん、と軽く笑った。

「……別に、いーです、けど」

　ふと、高杉と恋人になったんだな、と改めて思った。今までは恋人ごっこと称してほとんど世の恋人たちと変わらないことをしていたが、それでもきっと今までと意識が違う。

　ゆっくりとベッドを降りると、ローションと混ざり合った高杉のモノが太ももを伝った。体温が移ったそれは恐ろしく生暖かい。

「っ……」

　まだ熱を脱しきれていない身体がぞくぞくと震えて、大翔はへたり込みそうになる。

「大翔？」

「……見ないで」

　嘘だ。見て欲しい。もっと求めて、好きだと言って。あの最中の獣のようなまなざしで喰らい尽くして、もっと喉が枯れるまで声を上げさせて、お前は俺のものだと言ってほしい。

　今一緒に居る相手と恋人になり、相手のものになったのだ、と認識したばかりの身体は、相手の情報に体を書き替えたがっている。

　あんなにも恐ろしい絶頂を迎えたというのに、もっともっとと相手の熱を求めてやまない。

「何でも、ないですから」

　目元に熱が滲んでいる。きっと頬は赤くなっていることだろう。笑って誤魔化したいのに、上手く笑えない。

　ごくりと高杉の喉が動いたのが目に入る。その薄い皮膚に口づけしたい。薄くて大きな唇で愛撫されたい。骨ばった大きな指で腰を掴み、痕を残してほしい。優しい愛撫だけじゃなくて、体中に吸いついて痕を残して、あなたのものだという印を残してほしい。

（……何考えてるんだ、俺）

「大翔君さぁ、自分がどんな顔してるかわかってる？」

　呆れたみたいに高杉が声をかけてきた。

　きっとさっきまでの痕跡に汚れた顔は、隠したくても隠せない欲情にまみれて引きつり、ひどくみっともないことになっているのだろう。

（せっかく好きだって言ってもらえたのに、引かれちゃったかな）

　チクリと胸が痛んだ。早く後始末を済ませて、それから……同じベッドで眠ることを、高杉は許してくれるだろうか。浅ましい目で見られて、その気は失せてしまったんじゃないだろうか。

「す、すみません……」

　慌てて顔を擦るようにして隠し、風呂場に向かおうとした大翔を高杉は後ろから抱きしめた。

「ほら、見てみろよ」

　顎を掴まれ、姿見へと突きつけられる。

「紅潮した顔に潤んだ眼。こんな、欲情してます、まだ足りないです、もっと欲しいです、だけど我慢します、なんて顔されたらね……抑えなんて効くはずがないでしょーが」

　鏡に映る自分は思った通り、ひどく浅ましい顔をしていた。

「勘弁しろよ。明日、学校あるって言うから、何とか手加減しようと思ってたのに……こんなに求められて我慢できるほど、俺枯れてないからね？　出来たばっかの恋人に強請られちゃったらお応えしようって頑張っちゃうくらいには若いからね？」

　はっは、と息を乱して、高杉は大翔の首筋に顔を埋めた。

「メスイキって辛いらしいから、無理させちゃっただろうし、今日は一回で我慢しとこうと思ったのに、こんなヤらしい子相手に我慢できるわけないでしょーよ」

　足の間に垂れたソレを指に絡め、元に戻すように綻んだ蕾へと塗りこめていく。指を差し込めば、中に吐き出された欲望の残滓がどろりと溢れ出た。

　先ほどまで高杉のモノを受け入れていた器官は、たやすく指を受け入れ、掻き混ぜられれるとぐちゅぐちゅと淫猥な水音を立てる。

「た、高杉さん……やっ……もう、今日は俺……もう……」

　ばらばらに動く指が続けざまに前立腺をタップする。睾丸がヒクヒクと持ち上がり、ぐっと陰茎が屹立し、腹を叩いた。

「もう？　次はちゃんと男の子イキしようか。イキたくない？」

　空いている手で竿を扱かれると、括約筋がきゅうと締まり、入っている指を締め付ける。締め付けたことで、まるで自ら前立腺に高杉の指を押し付けるような形になって、大翔は喘いだ。

「い、イキたくなんて……」

「ほら、鏡見て。俺に抱かれる大翔君がどんなにイヤらしくて可愛い子になってるか教えてあげるよ」
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　鏡に手を突かされ、間近から自分の顔を見せつけられる。潤んだ眼はどう考えても、もっと刺激を求めていて、苛められることを悦んでいるようにしか見えない。

「大翔君は、よく俺に嘘、っていうけどさ。嘘つきは大翔君の方だよね。足りなかったんなら、ちゃんと言ってほしかったな」

　ずぷりと後ろから串刺しにされて、大翔はキリキリと喉を反らせた。寂しがっていたソコいっぱいに熱い肉が埋められていく。

「よそ見しちゃダメだよ。大翔君は、感情解放が下手だよね。言いたいことを飲み込んじゃうのは、悪い癖。役者としては致命的だ。もっと内側にあるものを見せてくれればいいのにって思ってた。芝居の時もだけど、特に俺の前では全部さらけ出していいんだよ。こんなにイイモノを持っているんだから」

　浅いところをネチネチと高杉の先端が捏ねる。張り出した雁首が、縁に擦れ、緩やかな快感をびりびりと広げていく。だけどもう、それだけじゃ足りない。

　奥まで穿たれることを知ってしまった身体は、もっと奥まで蹂躙されて、隅々までを暴きたてられたがっている。

「っはぁ……んっ……」

　開いたままの口から唾液を垂らしそうになって、慌てて飲み込む。力が入らなくて、舌が犬みたいに口の外に出てしまいそうだ。

　どうにか姿勢を立て直そうとして、鏡の向こうに荒い呼吸を繰り返す自分の顔を見た。

　雄を受け入れて喜んでいる雌の顔。

　こんな自分の顔知らない。

「んんんっ……」

　ぞくぞくぞくと戦慄が体の中心を駆け抜け、入っている高杉のモノを締め付ける。血管が浮き出すほどに張りつめたそれは、人体の一部だとはとても信じられないほどに固い。

「可愛いでしょ。これだけ気持ちいい気持ちいい、って言っているのに、いつも、いやとかダメばっかり言うんだよ。大翔君てば本当に嘘つきだよね」

　高杉が角度を変える。ごりゅん。カリ首と裏筋の凸凹が余すところなく前立腺を撫でて、大翔は息を飲んだ。

「だから、今日俺のこと欲しがってくれて、本当に嬉しかったんだ。大翔君、あんまり自分がして欲しいこと教えてくれないから。ね、大翔君のイイところ、俺にちゃんと教えて。何度だってイかせてあげる。満足するまであげるから、もう我慢なんかしないで。大翔君のこと全部俺に教えて」

　弾力のある亀頭で、何度も何度も前立腺を捏ね、突き、なぞり上げる。勢い余ってずるりと深くまで入ると、奥を捏ね、また前立腺へと戻ってくる。

　絶え間なく与えられ続ける快楽に、大翔の陰茎はびゅくびゅくと先走りを溢し続けている。透明な液体は粘度を持っていて、まるで蜜を絡められているみたいに輝いている。

　いつもならこの辺りで、高杉が大翔のモノを扱いてくれ、射精して終わる。けれど、今日は一度吐き出して余裕があるからか、執拗に抽挿を繰り返すばかりで終わりが見えない。

「た、高杉さん……高杉さん……俺、もう……」

「ダメだよ、今日はちゃんとおねだりできるまであげない。何してほしいのか教えてくれないと」

　突き上げられてカウパーが飛び散る。揺さぶられ、立っているのもつらいのに、括約筋は勝手に高杉を締め付けて、さらなる快感を拾おうとする。

「もっと、奥も……突くんじゃなく、擦って……も、もう、イク、イっちゃうから……」

「擦るのね、わかった」

　高杉の大きな手が、腰骨の上あたりを掴み直し、大きく動く。前立腺が裏筋に擦れ、ずっずっと擦られるたびに快感を膨らませていく。

「やっ……違っ……」

　擦ってほしかったのは陰茎だ。扱いてもらって早く終わりにしたかった。挿入は気持ちいいけれど、気持ちよすぎて胸が苦しい。もっともっとと思うのに、早く終わらせてほしい。矛盾した快感は大翔を突き上げて突き落とす。

「やっ……あっ……深い……イくっ……出ちゃう……んぁっ……おしり、気持ちいい……」

　自分で自分の状況を口にすると、快楽は増した。

「あぁ、すごい……トロトロの肉が絡みついてきて……余裕、あるつもりだったんだけどな……気持ちいいよ、大翔。すごく気持ちいい」

　どちゅん、どちゅん、と激しく腰が叩きつけられた。

　ぐずぐずに蕩けた肉筒は肉竿が出ていこうとすれば甘えすがって、入ってくればもっと奥まで飲み込もうと必死になる。

　ゴリゴリと前立腺が擦りたてられて、ふっと一瞬力が抜け、頭が真っ白になった。

「っくる……キちゃう……イクっ……」

　一瞬の脱力の後に来た緊張に全身へと力が入り、尿道を奥からこそげるようにして精液が吐き出された。さんざん昂ぶってからの射精は煮えたぎったみたいに熱く、何も考えられなくなる。

　がく、がく、と全身が震え、かくん、と膝から力が抜けた。

「っうぉ、あっぶね……」

　鏡にぶつかるようにして力が抜けた大翔の身体を高杉が支える。ずるずると鏡に寄り掛かって崩れ落ちる大翔は、腰だけを高く上げた格好で、ぐったりと倒れ伏した。

　倒れ込んだ拍子に結合部から高杉のモノは外れた。広げていたものを失った穴は、はくはくと物寂しそうに内側の粘膜を覗かせている。

「うわ、えっろ……」

　高杉が感嘆の声を上げる。

「やっば……今の、やばかった……ぶっ飛ぶんじゃないかと思った……」

「ぶっ飛んじゃってよかったのに」

　高杉が少し残念そうに言った。大翔は大きく荒い息を吐く。

「ヤバかったですよ、今の」

　何とか、それだけを言葉にすると、高杉がなだめるように大翔の尻を撫でた。

「みたいだね。……でもさ、悪い。あと少しだけ付き合って。後始末は俺がするから、安心してぶっ飛んじゃっていいよ」

　ぐに、と尻肉を割り広げられ、大翔はびくっと身を強張らせた。

「っ……そんな、も……無理……」

　イったばかりで敏感なままの身体は、撫でられているだけでもびりびりと感じてしまって辛い。

「もう今日は、お互いに満足するまでやめないから」

　ぽっかりと開いた口を容赦なく灼熱に貫かれた。

「っあぁっ……！」

　ごりっと、奥の方から粘膜ではありえない音がする。

「もっと奥まで俺を赦して……何も考えられなくなるまで、何度でもイかせてあげるよ。ダメとか嫌だとか、そんな嘘がつけなくなるまで可愛がるから」

　腹の底で燻った熱は、まだこの悦びが続くことに期待している。
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「っだー、つっかれたー」

　軽作業のバイトから帰ってきた大翔は、投げ出すようにコンビニ袋を机の上に放りだした。

「おー、お疲れさん。またコンビニおにぎり？　自炊しなさいよ。役者は身体が資本よー？」

　コンビニ袋の中身をちらりと覗いた高杉は、軽くお小言を言いつつ、同じ袋に入っていた週刊少年漫画誌を取り出した。

「先に読んでいい？　今週のまだ買ってないんだ」

「どうぞー。シャワー借りていいですか、倉庫作業だったから埃っぽくて」

「どうぞどうぞ。食べるんなら豚汁あるよ、喰う？」

「やった、高杉さんの豚汁！」

　途端に大翔は機嫌をよくして、鼻歌を歌いながら浴室に向かった。あまり迷惑はかけたくないし、わがままも言いたくないから、自分の食事くらいは自分で用意しているが、それでも恋人の手料理は嬉しい。

　特にバイトで疲れた今日のような日には、自炊しろと叱られるのも、手料理のおすそ分けも、心に沁みる。

　今日は特に会う予定はなかったのだけど、今日のバイトは結構きつくて、辛いなと思ったら高杉に逢いたくなった。逢いたいと言ったら、おいでと言ってもらえたからバイトからそのまま押しかけてきた格好だ。

「高杉さんはもっとわがままを言っていいって言ってくれてるけど、これでも結構わがままは言ってるよなー。今日だって突然来ちゃったし。ふふん」

　思わず鼻歌もこぼれる。

　突然押しかけても文句も言わずに迎え入れてもらえるのが嬉しい。

　高杉が忙しそうなら、漫画を読みながらおにぎりで済ませるつもりだったが、今日の高杉は余裕がありそうだ。

　高杉が食事の間も相手をしてくれるのは嬉しいが、ながら食べをすると叱られる。

「マンガ読みながら食べたら怒られるかな、怒られるよな……」

　大翔が買ってきた漫画雑誌は、高杉が出演しているアニメ『Bremen in the Brain』の原作が連載されているものだ。

　本当はブレブレが気になる展開を見せているので、一刻も早く読みたいのだけれど、食事の後にしろと言われるだろう。

　ざっとシャワーで埃を落とし、髪を洗ってさっぱりした大翔がリビングに戻ってきたが、高杉は座ったままニヤニヤしていた。

（……あれ？）

　いつもなら、作り置きの汁物なんかが余っていれば、高杉が温めてくれる。豚汁があると言っていたのに、期待した温かい香りがしなかった。

（いや、いくらなんでも甘えて当然みたいなのはどうかと思うけど）

　自分で温めて食えってことかな、と思い台所に行こうとしたが、テーブルの上に置いたおにぎりもないことに気が付く。

「あれ、俺のおにぎり」

「まぁ、いいから、その前にブレブレ読みなよ」

　よほど、ブレブレの展開が面白かったものらしい。そういえば、またコロラドロが活躍しそうな気配があったもんな、と先週の展開を思いだす。

　見開きで誰かの登場を示唆しての引きは、ベタではあるが期待せずにいられない。

（俺、おなか空いてるんだけどな、読んでる間にご飯用意してくれたりするのかな？　だったら嬉しーけど……）

　そんな期待を裏切って、高杉は大翔の前で読むのを今かと今かと待っている。

（……何なんだ？）

　看板作品のブレブレの掲載順は一番最初で、巻頭カラーだ。

　物語は先週の続きから始まる。

　戻ってきたのか、と声を掛けられたのはやはりコロラドロで、こういうピンチの時に戻ってくるって王道だけど、かっこいいよな、と納得する。

　ずっと主人公のロバと一緒に旅をしてきた仲間オーケストラのひとりが、皆を裏切り、スパイだったのか、それとも敵が成り替わっていたのか、確かめようにも戦力が足りず停滞した空気の中で、戻ってきたコロラドロはいち早く敵の姦計を見抜いていたらしい。味方を取り戻すためには特殊な能力が必要だと、コロラドロは新たな協力者を連れてきていた。調律師アコードの弟子、ルラーシュだ。

「うえっ!?」

　ルラーシュが紹介されたところで、大翔は驚きすぎて素っ頓狂な悲鳴を上げた。顔を上げて高杉の顔を見、漫画に目を戻す。

「な、びっくりしただろ」

　自分のことのように嬉しそうに高杉が言う。

　ルラーシュは以前にも登場しているが、あったセリフは「お師匠様、お待たせしました」「失礼いたします」の二言だけだ。

　それがこんなに重要そうな場面で出てくるなんて。

　しかも、今回の話を見るに、もう何週かは登場しそう……それどころか、レギュラーメンバー入りする気配まで漂わせている。

「うえー、まじかー……本当かー……」

　アニメでルラーシュを演じたのは大翔だった。収録はつい一か月半ほど前のことだ。

　その時にはこんな展開になるなんて誰も思っていなかったから、駆け出しの新人声優を起用したのに違いない。

　もしアニメが続くとしたら、ルラーシュも再び登場することになるだろう。

　本を持つ手が震えた。

　もちろん、原作の方が話はかなり進んでいるから、ここまではアニメ化がされないかもしれないし、レギュラーメンバーになるとしたら、大翔のことなんてなかったことにされてしまうかもしれない。

　でも、可能性だけでもこれはものすごくラッキーなことだった。

「というわけで、前祝いにどっか行こう」

　嬉しそうに高杉が言う。

「あ、はい……あ、でも、俺、金ない……です」

「奢るって。そういう時はやったーって喜んでおけばいいんだよ。全くこの子は……」

　仕方ないな、と言いたそうに、高杉がくしゃくしゃと大翔の髪を撫でた。

「せっかくだし、ちょっといいとこ行こうか」

「はい！」

　今度は素直に返事した大翔の携帯が、タイミングよく着信を告げた。

「あ、事務所」

　仕事の話だったら嬉しいんだけどな、と大翔は電話に出た。












「もう、本当にごめんなさい」

「あ、いえ……俺も録り直させてもらえたらと思っていたんで逆にありがたいくらいですよ」

　ルラーシュの再登場に湧いたあの日、事務所からかかってきた電話は以前した仕事のトラブルを告げるものだった。

「バックアップも全部飛ぶとか考えられない」

　大翔が初めて演じたＢＬモノのシチュエーションボイスの一部音源が、マシントラブルか何かで消え失せたらしい。通常ならいくつもバックアップがあるはずだが、何故かそれが見つからないという。

　いらいらした様子で三住が唇を噛む。すでに散々怒られたか何かしたのだろう、あの日お世話になったエンジニアが憔悴した様子で大翔にも頭を下げてきた。

「あの、本当ありがたいと思ってるので……」

　録り直しに次ぐ録り直しで迷惑をかけたし、録り終えたものの出来だってきっとよくなかった。録り直させてほしいのは本当のことだったので、謝られるのも具合が悪い。

　前回は一日で収録の予定だったが、収録し直すのは一部だというのに、やっぱり一日押さえられたあたりが、大翔の信用のなさを物語っている。

　あんなに苦労をした収録をやり直さなくてはならないのだから、ディレクションを務める三住まゆらの心労はいかばかりか。

　大翔の方が申し訳なく思うくらいなのだが、一応は指名でもらった仕事なので、別の声優に変更することもできなかったのだろう。

　今日は何を言われても仕方がない、と覚悟を決めて、大翔は録音ブースに足を踏み入れた。












「……佐久間君、君この短期間で一体何があったの」

　トークバックの第一声は、呆然とした三住の声だった。

　よし、と大翔は内心で拳を突き上げる。

　自分だってあれからずいぶん成長したと思っている。だけど、こうして第三者に認められるのは格別に嬉しかった。

「めちゃくちゃ良くなってるよ。良くなってるけど……それじゃ、さっきのセリフ。『君だったのか』から、もっと柔らかく相手に語りかけてみて。佐久間君の、かっこいいけど、そこはもう振り向いてるから、相手確認できてるよね？　その前の緊張、残さないで」

「はい！」

　おっと、と新たなダメ出しを台本に書き込む。前回は全く言われなかったことだ。

　そこまでできないと思われていたんだろうなぁ、と、納得しつつ、言われたように演技を修正する。

　日常パートはサクサクと収録が進んだ。

　前回もそこまではそれなりに上手くいっていたのだ。

　問題となったのは濡れ場からで、そこからぐずぐずに崩れて、テンションもおかしくなった。

　濡れ場前に一旦休憩に入り、録音ブースから出てくると、大翔は軽く深呼吸する。

　前回もらった細かい演出を見返し、そこにどんな気持ちを乗せるのかを考える。

　自分は騎士で、国を守る立場にあって、それでも敵国の将軍と恋に落ちる……『キュンキュンするよぉ』なんてセリフがあるけれど、キュンキュンしたのはきっとおなかと胸の両方だ。

　その感覚はよく知っている。

　心にも体にも高杉から教えられた。

「……出来る？」

　やっぱりまだ心配そうに三住が問いかけてくる。

　できないとなれば前回と同じく、細かく指示が入るのだろう。

　気持ちの入らない、何となくそれっぽく聞こえるだけの言葉の羅列になってしまうあれは、自分としても避けたい。

「はい！」

　大翔は自信を持って力強く答えた。

　水分を補給し、録音ブースの空気を入れ替え、再び録音ブースに戻る。

「……んじゅるっ……っあ……やっ……あっ……やっと……やっと一つになれるんだな……ひあっ、お、おっきぃ……ひぐっ……ら、らいじょうぶら……もっと、奥まではいってきてぇ……ひゃぁあんっ……奥ぅ、奥まで入ってきたぁ……」

　息を吸い込む音。愛しい相手のモノを啜り上げる仕草。唇で触れて、吸い上げて、愛しい相手のモノを大事に大事に愛撫する。

　自分の中に、自分を求める熱が入ってくる。

　快楽のせいで引きつる喉、回らなくなる呂律、ちかちかする視界。

　苦痛も恥辱も、あえて自分が引き受けるのは相手が愛しいからだ……。

　――ひとつ場面が終わると、キューランプが光った。

（あれ、やっぱり使えなかったのかな）

　不安になりつつスピーカーを見上げていると、長い長い溜息が聞こえてきた。

「えー……本当に、佐久間君何があったの？　全然芝居変わっちゃったじゃない」

「あ、す、すみません……」

　芝居が変わったのではやはり使えないのかもしれない。残っている部分を聞かせてもらってそれに合わせなきゃ駄目かな、と考えていると、三住がまたトークバックスイッチを入れたまま唸っている。

「まぁ、いいや。この部分、いったん全部録っちゃおう。そのままでいいからね。この調子で行こう」

「はい！」

　元気よく答えて、まずは今日の収録分を演じる。録り終ったのは予定時刻の半分にも満たなかった。

「お疲れ様です」

　録音ブースから出てきた大翔を労って、三住は進行表と、時計を見比べて、それから大翔にもう一度目を向けた。

「あのさ、佐久間君。物は相談なんだけどさ……丸々録り直す気、ある？」












　結局、丸々録り直しをしたせいで、収録予定は一時間ほど押した。

　それでも前回に比べれば、驚くべき速さで終わった。

「あの厳しい三住さんに褒めてもらうなんて、やったじゃん」

「はい！」

　話を聞いた高杉は自分のことのように喜んで大翔を褒めた。

　きっとまたぼっこぼこに凹まされて帰ることになるだろう、と思っていた大翔は、あらかじめ高杉の家でお手製のディナーをねだっておいた。

　おかげで三住からの食事のお誘いは断ることになったが、遅くなることを見越して、温め直しが効いて、すぐ食べられるビーフシチューをメインに、冷やしておいておけるマリネサラダと、何か結婚式とかで見るようなテリーヌを用意するあたりは高杉の慧眼なのだろう。

　食卓の上は、数日前にルラーシュの再登場を祝って足を運んだダイニングキッチンのメニューよりも、よほどパーティみたいだ。

　高杉が皿を出してきた時に思わず驚嘆の声を上げたが、ナイフとフォークを構えている今も、少々落ち着かない。

　これって素人が自宅で作れるメニューなのか。

「あ、でもこの話、事務所にはどうかオフレコで」

　事務所には一部録り直しで話が通っているから、全部録り直したことは内緒ではあるのだが、高杉にだけは報告したかった。

　本当は『鐵くろがねの明星』の話を持ってきてくれたマネージャーにも報告をしたいところだが、それをすると多分ギャラの問題になるので、言えないのが心苦しい。

「けど、次からもっと三住さん厳しくなるぞ。あの人、出来る相手には途端に要求高くなるからな」

　ニヤニヤと高杉が教えてくれる。

「前回のあれは俺が全然できなかったからだから、厳しいって実感ないんですよね……」

　モザイクタイルみたいにカラフルなテリーヌにナイフを入れつつ大翔が呟くと、高杉は楽し気に「楽しみにしておきなって」と軽く言ってのけた。

　普段の食卓でナイフとか、初めて使った気がする。

　実家でだって、ナイフを使う料理なんて、ハンバーグかステーキがせいぜいで、こんな洒落た料理は家で見たことがない。

　食べてみたらサーモンの入った温野菜サラダのゼリー寄せみたいな奴だった。美味しいが、ちょっと期待していたのと違う。

　でも美味しい。

「ま、マシントラブルで録り直しなんて災難だったけど、役者としてはラッキーだったな」

　繰り返し三住にも謝られたが、本来はありえない話だ。しかも、収録から間が空いていたおかげで、あの時の雪辱を晴らすことができた。

　もしあのままなら、シチュエーションボイスドラマにも、ＢＬにも強い苦手意識を抱いたままだっただろう。

　あの収録をやり直せたのは、これからの大翔にとってきっと大きな力になる。

　本当にラッキーだったという他はない。

「はい。でも、一番のラッキーは、あのおかげで高杉さんと恋人ごっこをすることになったことかな、って今は思います」

　もし、そこそこ上手くいっていて、あんなに凹むことがなかったなら、事務所で落ち込んでいたこともなかっただろうし、そうなれば高杉に慰められることもなかった。

　その前にブレブレの現場で顔を合わせていなければ、高杉が大翔の顔を覚えていることもなかっただろう。

「そういえば『鐵くろがねの明星』の時の、魚津ちゃんがさ、今度また大翔君のこと現場連れて来いって」

「え？」

「ブレブレの収録で、安方さんも、大翔君はまた来ないのかって言ってたし。気に入られちゃったねえ」

　高杉は肩を竦めながら、ビーフシチューにパンをつけて口へと運んだ。

「あとね、安方さんたらどっかのライターさんに向かって、俺の相手役に推薦してたよ」

「……どういうことですか？」

「安方さん、腐女子なんだよね」

「我妻さんではなく？」

「ではなく」

　ブレブレに並々ならぬ熱意を抱いていた我妻さんの方がそれっぽいのに、と大翔が呟くと、彼女は夢女子って奴らしいと、また新しい言葉を教えられた。

「あぁ、でも高杉さんの相手役なら誰にも負けない自信があります！」

「経験と実績に裏付けされてるからね」

　力強く言いきったが、食卓に視線を落として少し自信がなくなった。こんなメニューが出てくるなんて聞いてない。

　豚汁やシチューやミネストローネは食べさせてもらったけど、希望としては肉じゃがにご飯にお味噌汁とか、そういう『汁物』じゃなくて、夕飯的な何かを食べさせてもらいたかっただけで、料理しようと決めたらこんなに気合の入ったものを作る人だとは知らなかった。

　声優雑誌のインタビューで料理が趣味だとか、仲間内で持ち寄りの飲み会をすると、ひとりだけ豪華なメニューを持ってくる、だなんて話は読んだことがあるが、これは予想の斜め上を飛び越えて行かれた。

　まだまだ大翔は高杉のことを知らない。

　甘えれば甘えた分だけ、今はまだ知らない高杉の姿を知ることになるのだろうか。

　それでもきっとその高杉のことも好きなるのだろう。

「人間万事塞翁が馬、ってこういうことなんですかねえ」

「禍か福ふく糾あざなえる縄のごとし？」

　捻ねじれ捻じれて幸福も不幸も、嫉妬も愛情も、強い絆になればいい。

　大翔はきっかけとなった台本を思い返した。震える手で必死になって書き留めたダメ出しを見ていたら、あの日のズタボロな気分を思い出した。

　ひゅっと喉の奥に吸いこんだ息を、でもちゃんと思うように音に出せたのは、きっと高杉のおかげだ。

　高杉のおかげで落ち込み過ぎることなくあの夜をやり過ごせたから、こんなに早く立ち直れたのに違いない。

　高杉との出会いなしに録り直しになっていたら、こんなに上手くはいかなかっただろう。

　あの日、遠く眩しく見えていた高杉が、自分に近寄ってきてくれた。

　感慨深くて、テーブルの向こうの高杉を見つめていたら首を傾げられた。

「ン、何？」

「いえ、このテリーヌってやつ、すごい旨いです」

「そうか、気に入ってくれたならよかった」

　遠い人だと思っていた。

　でも今はこんなにも近くにいられる。

　食習慣についてはかなりかけ離れているのは今日初めて知ったが、それだってこれから少しづつ知っていけばいい。

　あの日の大翔はラーメンサラダを知らなかった。

　今の大翔はそれが何だか知っている。

　経験て大事だよな、と思うのと同時に、初めて食べたそれが美味しいかどうかも結構大事だよな、と大翔は思う。

　これからの大翔は、きっとどこかでテリーヌを出されたら、美味しそうだな、と思うのだ。今日食べているこれがとても美味しいから。

　あの日手を伸ばした高杉仁という人は、きっと飛び切りの美味だったのだ。

　苦い嫉妬も、甘い幸福も、これからの日々で繰り返されるのだろうけど、どんなに身の丈に合わないと言われようが、この幸福だけは手放せないなと、大翔は高杉の唇を見つめた。

　世の女性に甘い癒しを与える唇が紡ぐ本当の愛の言葉は、今のところ大翔だけのものだ。

　よく煮込まれたビーフシチューは、馴染み深くて期待通りの味がした。

　食べさせてもらうばかりじゃなく、今度自分も夕飯を作って高杉を招待しようと思う。こんな風に、色鮮やかでプロみたいな食卓は用意できないけれど、肉じゃがとみそ汁くらいならきっと作れる。

　その時には俺なんか、とは言わないで、口に合うかどうかだけを聞いて、美味しいと言ってもらえたらありがとうと返そう。

「ねえ、高杉さん。今度うちにも来ませんか」
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